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斐伊川・神戸川総合 開発 工事事務所では、斐伊川・神戸川 の抜本 的

な治水姑策 (3点 セ ッ トと呼ばれ る治水対策 )の 1つ である、斐伊川

上流部 の尾原 ダム と神戸川上流部の志津見 ダムの建設事業 を進 めてい

ます。

尾原 ダム建設事業の実施 に際 しては、島根県教育委員会、奥出雲 町

教育委員会 をは じめ関係各位 の ご協力 をいただき、埋蔵文化野 の保 護

にも十分 に留意すべ く必要 な調査の実施、記録保存 につ とめるもの と

し、平成 11年 か ら計画的に発掘調査 を実施 してまい りま した。

本報告書 は、平成 19年 度か ら着手 した 「御崎遺跡」の調査結果 をま

とめた ものです。

本報告書 が郷土の歴史教育や地域社会の諸活動のために広 く活用 さ

れ ることを期待 します。

最後 に、今 回の発掘調査並びに報告書の とりま とめに関係 された 皆

様 に深 く感謝 申 し上げます。

平 成 21年 3月

国 土 交 通省 中国地 方 整 備 局

神 戸 川 総 合 開発 工 事 事 務 所

長   中 川 哲  志
斐 伊 川

所



奥出雲町教育委員会 は、国土交通省  中国地方整備局 斐伊川 。神

戸川総合開発工事事務所 の委託 を受 け、平成 11年 度 か ら尾原 ダム建設

事業に伴 う埋蔵文化財発掘調査 を行 つてお ります。本書は、平成 19・

20年 度 に実施 した御 崎遺跡 の発掘調査記録 であ ります。

ダ ム建 設 地 が位 置 す る こ こ斐 伊 川 の上 流 は 、 か つ て 「肥 乃 河 上 」

称 され 、神 話 の舞 台 の 地 と して広 く知 られ 、 古 くか らの遺 跡 が そ の

を増 しつ つ あ ります 。

今 回 の調 査 で 、本 書 に記 録 した御 崎 遺 跡 は 、 河 上 部 と河 下 部 に分

れ て お り河 上 部 か らは 、 池 状 遺 構 、溝 状 遺 構 、 掘 立 柱 建 物 跡 2基 、

下 部 か らは 、 弥 生 時 代 の 竪 穴住 居 跡 1基 等 が発 見 され ま した。

これ らの成 果 は 、 今 後 の 当地 方 の歴 史解 明 と歴 史 学 習 に活 用 され

文 化 遺 産 の保 護 に役 立 つ もの と期 待 して お ります 。

終わ りに、本調査 にあた り国土交通省  中国地方整備局  斐伊川・

神戸川総合開発工事事務所、島根県文化財課 をは じめ、関係 の皆様 方

の格別 のご理解 、 ご協力 を賜 りま した ことに厚 くお礼 申し上 げます。

平 成 21年 3月

奥出雲町教育委員会

教育長  若 槻 慣 二

と
　
数

か
　
河
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1 本書 は、奥 出雲町教育委員会が、国土交通省 中国地方整備 局斐伊川・神戸川総合 開発 工事 事

務所 の委託 を受 けて 2007(平成 19)年度 と 2008(平 成 20)年 度 に実施 した尾原 ダム建設 に伴 う

埋蔵文化財発掘調査 の記録である。

2.本 書で扱 う遺跡 は次の通 りである。

島根 県仁多郡奥 出雲町三成 777-1他 ………………… 御崎遺跡

3.調 査組織 は次 の通 りである

調 査 主 体   奥 出雲町教育委員会

調査主体者   奥出雲町教育委員会   教育長  若槻慎 二

◇ 2007(平 成 19)年 度   現 地 調 査

事  務  局  川本健二 (教 育課長 )、 石井  堅 (教 育課長補佐 )、 森 山 昇 (生 涯 学 習

第 2係 長 )、 平 田昭憲 (社会教 育主事 )

調  査  員   野津  旭

調査補助員   杉原清一、藤原友子、家熊  猛 、井上賢治、福 田市子

(以 上、奥出雲町埋蔵文化財調査室 )

◇ 2008(平 成 20)年度   現地調査及び報告書作成

事  務  局   川本健二 (教 育課長 )、 石井  堅 (教 育課長補佐 )、 森 山 昇 (生 涯 学 習

係長 )、 平 田昭憲 (社 会教 育主事 )

調  査  員   野津  旭

調査補助員   福 田市子、舟木千晴  (以上、奥出雲町埋蔵文化財調査室 )

4.発 掘作業 (発 掘作業員雇用・重機借 り上げ・発掘用具調達等 )に ついては、奥出雲町教 育委

員会か ら社 団法人 中国建設弘済会へ委託 して実施 した。担 当者 は次 の通 りである。

社団法人 中国建設 弘済会島根県支部

【2007(平成 19)年度】

[現場担当]  佐野靖郎、板倉次郎、佐野木信義 (技術員 )

[事 務担 当]  栗原久美子、集 俊治 (事務員 )

【2008(平成 20)年度〕

[現 場担当]  室谷公平、祝部祥子、持 田明典 (技術員 )

[事務担当]  栗原久美子 (事務員 )

5。 発掘作業については、以下の方々に参加 していただいた。

H



福 間新子、石 田安夫、山本雅 臣、長谷川  登、長谷川 トミコ、藤原廣義、 藤原幸子 、

松 田フユ子、 内 田住江、菅 田利江 、陶 山優子、三島要吉、森合茂男、恩 田愛吉、 山田忠一

山根知雄 、 藤原厚子

。発掘調査及び報告書作成 にあたつて、下記の方々・諸機 関有益な御指導・助言 と御協力をい

ただいた。記 して謝意を表す る。

◇調 査 指 導  (順不同、敬称略、所属・役職名は平成 20年時 )

島根県教育庁文化財課、島根県埋蔵文化財調査センター、池淵俊― (島 根県教育庁文化財課 )、

蓮岡法障 (島 根県文化財保護審議会委員 )、 中村唯史 (島根県立三瓶 自然館 )、 東山信治 (島

根県埋蔵文化財調査セ ンター )

◇調 査 協 力  (順 不同、敬称略 )

伊藤徳広、内田律雄、西尾克己 (島根県埋蔵文化財調査セ ンター )、 渡部裕美 (山 口市教育委

員会 )、 (株 )内 田正務店、 (株 )ト ー フエンジエア リング

.挿 図中の北は測量法 による平面直角第Ⅲ座標系 X軸 方向 を指 し、座標系 XY座 標 は世界測地

系 (第 3図 に括弧書 きで 日本測地系数値 を入れている )1こ よる。 レベル高は海抜高 を示す。

.航 空写真 と、 3Dレ ーザースキャナー計測及び図化業務 は、 (株 )ト ー フエ ンジニア リングが

行 つた。第 35。 36・ 39～ 43図 は (株 )ト ー フエ ンジエア リングの測 量図に一部 、加筆・修正 し

た ものを用いてい る。 P54の 3D画像 (1)、 P62の 3D画像 (2)は その 3Dレ ーザー測量 による 3次

元モデル画像である。

自然科学分析 は下記 に依頼及 び委託 し、その結果・ 報告書 については第 6章 に掲載 した。

・ 年代測定 :(株 )地球科学研 究所

・土壌分析 :増 永二之、佐藤 邦明 (島 根大学生物資源科学部 )

.第 2図 は、国土地理院発行 の S=1/25000地 形図、「湯村」と「下横 田」を合成 して使用 した。

10,本 書 に掲載 した遺構 、遺物 の実測 、 トレース、整理作業等 は主に調査員 が行 ない、井上、藤

原厚 、松 日、菅 田の協力 を得 た。遺物実測 、 トレースの一部 を (株 )ト ー フエ ンジニア リングに

委託 した。遺構写真 は現場担 当調査員 が、遺物写真 は野津が撮影 した。

11.本 書 の編集 、執筆 は福 田・ 舟木 の協力 を得 なが ら野津 がお こなった。

12.本 書掲載 の出土遺物及 び、図面、写真 な どの資料は奥 出雲町教育委員会 で保管 してい る。
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第 1章 調査に至る経緯と経過

ム
御崎遺跡は、先年の島根県埋蔵文化財調査センターの範囲確定調査により、散布地として約

3300だが調査対象とされた地で、斐伊)||が三成の街を抜け、大きく西へ曲り蛇行を繰 り返す最初

の右岸で、矢谷集落の南端に位置する。

奥出雲町教育委員会は平成 19年度と平成 20年 7月 までで、川上部を I区、川下部をⅡ区とし

当該調査区域 3300ポの発掘調査を実施した。

検出した主な遺構・遺物は I区で、溝状遺構 (SD01・ 02・ 06)、 池状遺構 (SG01)、 掘立柱建物

跡 (SB01～ 07)、 粘土貼土坑、集石土坑、ピット群、流路跡等を検出し、遺物は弥生時代終末期～

古式上師器の時期の遺物が中心であった。Ⅱ区では弥生時代終末期の竪穴建物跡 (S101)を検出。

その他、加工段 (KD01)、 溝状遺構 (SD07)、 土坑、旧河原跡、精練鍛冶の排滓場跡 (再結合滓)も

見つかっている。遺物は 3層黒色土に縄文時代後期中葉～中 。近世陶磁器までが混在する状況で

あった。

現場作業の流れは次のようである。

平成 19年 5月 には空中撮影を行なった。そして、5月 14日 より I区を重機により表土掘削作

業を行ない、同月 21日 より人力掘削による本格的な調査を開始した。掘下げ後間もなく弥生土器、

古式上師器等が確認され遺構の存在を思わせたが、何れも遺物包含層はレベル上位からの流れ込

みで時期も混在 しており、遺構の時期を特定するのが非常に困難であつた。6月 に入ると I区東

側より近世の遺構等が相継いで見つかつた。8月 には仁多中学校 3年生 3人が、職場体験として 5

日間調査作業を行なった。11月 に入ると I区 と併行してⅡ区の調査を開始した。平成 19年度は

12月 14日 に現場を一旦終え、次年度に 900ピ分調査を行なうこととした。

冬季の間、遺構・遺物の記録・成果を把握、集計し、次年度は 4月 8日 から現場を再開。5月

には I tt SD01と SG01の 3Dレーザー測量図化を行なう。6月 19日 には現地で調査指導を受けた。

25日 には調査最終段階の空中撮影を行ない、7月 にはⅡ区黒色土中の再結合滓を専門的な立場か

ら見てもらった。そして、7月 17日 に作業を終了した。
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第 2章 位置と環境

第 1節 位置 と地形

御崎遺跡は島根県仁多郡奥出雲町三成に所在し、世界測地系 X=87950m、 Y=75900m(日 本測地

系で X=88289m、 Y=76130m)地点が遺跡のほぼ中心にあたる。そしてこれは北緯 35° 12′ 04″ 、

東経 133° 00/10〃 に相当する。

本遺跡は、斐伊)||が三成の街を抜けると大きく西へ曲り、交互に狭除な谷地形の両岸を削りな

がら強く折曲した流れとなっているところで蛇行を繰返す最初の右岸、矢谷集落南端の水田(I

区)と 畑地 (Ⅱ 区)に所在する。遺跡は川からの比高 3～ 10m程にあり、標高は 221～ 228mである。

水田の中央部は近年の回場整備により、上下三段に大きく改変されているが、遺跡東部分は回場

整備が為されておらず、棚田となつていた。なお、棚田に接する山は矢谷古城山城跡である。

第 2節 周辺の遺跡

奥出雲町御崎遺跡 (1)は船通山に源を発する斐伊川本流の右岸に位置する。斐伊川は出雲地

方のほぼ中央を北流し、下流部では山陰地域最大級の沖積平野を形成し、宍道湖へ至る。この流

れの中 。上流域の遺跡の様相は、近年の尾原ダム建設に伴う発掘調査によって新たな資料が増加

し、多くの事が明らかになってきている。以下、周辺の遺跡について概観する。

【旧石器時代】 雲南市、奥出雲町周辺でこれまで確認されていなかったが、近年、原田遺跡 (14)

で後期旧石器時代の遺物・遺構が数多く発見され一躍注目を集めている。4千点もの石器と60基

の操群、1基の上坑等が確認されている。

【縄文時代】 元々、斐伊川中 。上流域は縄文時代の遺跡が多く分布する地域である。この地域
で最も古い縄文土器は、原田遺跡や川平 I遺跡 (4)、 寺宇根遺跡 (85)か ら出土した早期の押型

文土器である。前期の上器は北原本郷遺跡 (13)、 川平 I遺跡、寺宇根遺跡で、中期の上器は、

平田遺跡 (21)や垣ノ内遺跡 (5)で 出土している。川平 I遺跡では縄文時代早期以降の土坑も

検出されている。縄文時代後期には、平田遺跡、下鴨倉遺跡 (22)、 暮地遺跡 (17)、 林原遺跡 (16)

などで多数の上器や土坑、土器埋設遺構、土偶が見つかつているほか、寺宇根遺跡では 8の字状

の配石遺構や県内でも希少な装身具である双脚状石製品が見つかつている。晩期の遺跡も多く、

家の後Ⅱ遺跡 (12)、 原田遺跡等で配石土坑・竪穴建物・土器埋設遺構の他、線刻礫や石棒とい

つた呪具や勾玉が出土している。土器埋設遺構は、これまで埋甕と呼称してきた暮地遺跡などで

知られていたが、尾原ダム建設に伴う発掘調査によって検出数が増加し、斐伊川中流域で特徴的

な遺構となりつつある。

【弥生時代】 縄文時代の遺跡と比べると数そのものが少ないが、平田遺跡では、終末期の竪穴

建物跡から4基の鍛冶炉が検出され、鉄器工房であろうとされている。垣ノ内遺跡では中期後葉
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表 1 周辺の遺跡

琴号 勤 欝 I 蕃 ; 遺跡名 瞳勇【

`
琴 う 勤 瞳勇1■

1 御崎遺跡 七善寺古墳 古墳 三成鍛冶屋小路遺跡 製鉄遺跡

2 尾白 I遺跡 散布地 Z原遺跡 製鉄遺跡 奥山田遺跡 散布地

3 尾白Ⅱ遺跡 炭窯跡 穴観古墳群 古墳 琴枕岩屋古墳 古墳

4 )「 平 I 遺跡 住居跡・散布地 比久尼原横穴群 黄穴 鍋坂山城跡 戒跡

5 垣ノ内遺跡 集落跡 どけや古墳
=墳

宮の前遺跡 散布地

6 虞ヶ■遺跡 製鉄遺跡 布広城跡 成跡 鴨木遺跡 散布地

7 家の後 I遺跡 散布地 人頭塚横穴群 黄穴 カネツキ免飯跡 製鉄遺跡

8 殴ヶ迫横穴墓群 横穴 佐白・原餌跡 製鉄遺跡 仁多郡行跡 郭衛 跡

9 寺仏山横穴墓 隣穴 金子松飯跡 製鉄遺跡 コフケ横六 黄穴

下布施横穴墓群 横 穴 中山遺跡 散布地 金床横穴 黄穴

11 宮ノ脇遺跡 散布地 円満寺遺跡 寺院跡・散布地 伝和泉式部墓
=墳

家の後Ⅱ遺跡 散布地 佐白城跡 城跡 大内原土居館跡 館跡

13 北原本郷遺跡 散布地 上布施横穴群 横穴 須坂遺跡 古墳・横穴・建物跡

京田遺跡 窯落跡・古墳 48 上布施遺跡 散布地 ゴマボリ餌跡 製鉄遺跡

前田遺跡 散布地 ナげた横穴群 陵大 寺田 I遺跡 製鉄遺跡

琳原遺跡 散布地 水手城跡 城跡 可ヽ廻 上遺跡 城跡

17 暮地遺跡 散布地・住居跡 林原古墳 古墳 寺宇根遺跡 墓地・住居跡

階木ヶ谷領遺跡 製鉄遺跡 三出平古墳 古墳 通屋遺跡 散布地

上垣ノ内たたら跡 製鉄遺跡 穴観音古墳 古墳 京ノ脇 I遺跡 散布地

家の上遺跡 黎祀遺跡・製鉄遺跡 門屋遺跡 散布地 奈ノ脇I遺跡 散布地

平田遺跡 教布地・製鉄遺跡 庄田領跡 製鉄遺跡 亀ヶ谷遺跡 散布地

下鳴倉遺跡 教布地 堂の前古墳 古墳

三沢城跡 (鴨倉城跡) 戒跡 長福寺遺跡 散布地

花子山古墳群
=墳

金原餌跡 製鉄遺跡

カネツキ免遺跡 散布 地 下鴨倉大峠飯跡 製鉄遺跡

常楽寺古墳 古墳 須我非山城跡 城跡

高田廃寺 寺院跡 石原遺跡 住居跡

岩屋古墳 古墳 善勝寺跡 寺院跡

下布施滝の上炉跡 製鉄遺跡 罰善寺跡 寺院跡

石重遺跡 散布地 善勝寺跡 寺院跡

下布施山城跡 城跡 肘尾政吉宅向横穴 黄穴

尾白横大群 横穴 百原城跡 戒跡

支の原遺跡 散布地 里田遺跡 欽布地

松木山城跡 戒跡 部屋敷古墳 古墳
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～古墳時代前期の竪穴建物跡や掘立柱建物跡が合計 16棟確認され、加飾性の強い「塩町系」の上器

群が検出された。また、北原本郷遺跡では中期前葉～古墳時代初頭の竪穴建物跡が見つかつてお

り、集落構造を復元しうる資料が増加 している。暮地遺跡では中期後葉の竪穴建物跡が 2棟検出

され、うち 1棟は焼失建物であった。

【古墳時代】 周辺の斐伊川中流域には古墳時代や中期の古墳は明確ではないが、後期には横穴

式石室をもつ古墳が見られるようになる。原田古墳は、墳形や規模は不明であるが、横穴式石室

から双龍環頭大刀、馬具一式、翡翠製勾玉などの玉類や鉄器、多数の須恵器が出上し、畿内との

密接な関係が窺われる。このほか横穴式石室をもつ円墳、穴観 1号墳 (37)や前方後方墳で横穴

式石室をもつ穴観 2号墳 (37)が ある。この地域の横穴墓は平面縦長長方形で、断面が丸みのあ

る三角形のものが多い。下布施横穴墓群 (10)で は装飾大刀を副葬 した横穴墓が確認されている。

殿ヶ迫横穴墓群 (8)、 時仏山横穴墓 (9)も発掘調査され、前者では被葬者の骨折した脚部に副

木をした痕跡を確認 しえた横穴墓があり、後者では被葬者が伏臥伸展位で埋葬された状態で見つ

かつている。集落遺跡 としては古墳時代前期初頭の垣ノ内遺跡や平田遺跡が挙げられる。垣ノ内

遺跡では後期から再び集落が営まれ、9世紀まで継続する。家ノ脇Ⅱ遺跡 (88)では後期の集石

と土器溜 りが確認されてお り、水辺の祭祀跡もしくは土器廃棄場所と考えられる。

【奈良・平安時代】 寺田 I遺跡 (83)、 原田遺跡では鍛冶遺構が、槙ヶ峠遺跡 (6)では平安時

代の製鉄関連遺物が確認 されている。寺田 I遺跡では鋳造関係の遺物も出上しており、遺構や遺

物のあり方から官営的な工房の可能性があるとされる。また、亀ヶ谷遺跡 (89)では平安時代後

期の製鉄炉跡が検出されている。家の上遺跡 (20)、 円満寺遺跡 (45)では土馬や手捏土器が見

つかつており、これらは水に関わる祭祀跡と考えられる。

【中 。近世】 集落遺跡としては、家の後Ⅱ遺跡や宮ノ脇遺跡 (■ )か ら中世の掘立柱建物跡が

確認された。また前田遺跡 (15)で は室町時代の貿易陶磁がまとまって出上し、集落の性格を考

える上で注目される。寺院跡である円満寺遺跡からは青白磁梅瓶や青磁が出上している。この周

辺は三沢氏が勢力をもつていた地域で、居城である三沢城 (23)はよく知られている。独立丘陵

に近い形態の鴨倉山 (要害山)に位置する山城である。水ノ手城跡 (50)、 下布施氏館跡 (31)

では発掘調査で大堀切や郭、通路状遺構が確認された。中世前半の製鉄遺跡は上垣内たたら跡

(19)、 枯木ヶ谷領遺跡 (18)、 等で、本床状遺構のみの製鉄炉地下構造が確認 されている。原田

遺跡では中世の板屋型羽口をもつ精錬鍛冶炉が検出されている。近世になると奥出雲町では絲原

家、 卜蔵家、櫻井家など有力鉄山氏のもと、大規模な高殿たたらが営まれ、鉄生産は飛躍的に増

大する。原田遺跡では製鉄に関連したと考えられる掘立柱建物跡が確認されている。尾白Ⅱ遺跡

(3)では近世以降の炭窯が確認されており、この中には、領で使用される大炭を生産した可能性

のあるものも見られる。北原本郷遺跡では斐伊川の舟番所の可能性が指摘される建物跡も検出さ

れている。
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第 3章 調査の概要

第 1節 調査 区の配置 (第 3図 )

御崎遺跡は斐伊川が三成街を抜け大きく西に曲が り蛇行を繰 り返す最初の右岸標高約 221～

228mに立地する。尾原ダム建設に伴 う河川改修工事に係る場所で、調査対象面積は 3300だであ

る。

調査にあたつては地形を勘案し5m間隔で、 I区では山側から川側へ 1・ 2・ 3・・・、サ|1上から川下

へ A・ BoC・ ―、Ⅱ区では山側から川側へ 1・ 2,3…、,|1上から川下へ a・ b・ c・…という基準点を設

定した。1辺 5mの グリッドは、 I区では北東側の交点、Ⅱ区では南東側の交点の名称で呼称 (例

えば 3C)することとした。

第 2節 遺跡 の層序 (第 4図 )

基本層序は I区は表土・耕作土→黒色土 (遺物包含層)→真砂砂質土→ (ハイカ層一部分的に)→

川砂 (礫 )層 となる。第 4図に御崎遺跡 I区の T2、 Ⅱ 2区の T8を掲載している。本報告書の層位

は I区は、T2の 1層 =1層、2層 =2層、33、 44層 =3層、41、 43=4層 としている。

Ⅱ区は表土・耕作土→黒色土→川砂 (礫 )層 となる。T8の 13層が黒色土 (遺物包含層)、 H層上

面に S101他の遺構群が存在 した。また黒色土中で再結合滓塊を確認 した。Ⅱ区は報告書上、この

黒色土遺物包含層を 3層、11層を 2層 とする。

第 3節 調査 の概 要

調査前の状況は、 I区は水田、Ⅱ区は畑地であった。発掘調査は、表土と水田・畑客土を重機

掘削した後グリンドを設定し、 1層上面から人力による掘 り下げを行った。

検出した主な遺構・遺物は I区 2,3層で溝状遺構 (SD01他 )、 池状遺構 (SG01)、 掘立柱建物

跡 (SB01～ 07)、 粘土貼土坑、集石土坑、ピント群、流路跡を検出し、遺物は弥生時代終末期～古

式土師器の時期の遺物が中心で、弥生時代中期土器、古墳時代後期の遺物も出土している。ただ、

両層とも新旧遺物が混在 しており、縄文後晩期土器や中 。近世陶磁器も混じる。また、部分的に

川砂上層中にハイカ層が認められ僅かながら面的な拡がりを確認 した。

Ⅱ区では弥生時代終末期の竪穴住居跡 (S101)を 検出。その他、加工段、溝状遺構、土坑、旧

河原跡、精練鍛冶の排滓場 (再結合滓)も 見つかつている。遺物は黒色土層に縄文時代後期中葉

～中世陶磁器までが混在 していた。遺物量的には弥生時代終末期～古式上師器の頃にピークがあ

り、次いで縄文時代後晩期、そして中世という割合である。

I・ Ⅱ区とも断割 りTrを入れ下層に遺構・遺物は認められない為、 I区では 4層まで、Ⅱ区で

は黒色土層までとした。
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第 4章  I区の調査

第 1節 1層 出土遺物
1層 とした遺物は重機掘削した土中に僅かに含まれたもの、または取り残した表面に散在して

いたもので、弥生土器～近世の陶磁器を含む (第 5図 )。

1は口縁端部に面を作り、2条の凹線を廻らせ外面には刻みと凹線を施す。Ⅳ-2様式の高郵若

しくは台付き鉢と見られる。加飾性が高く塩町式の影響が見受けられる。2は土師器、甑の把手

で、内外面ともナデ調整。指頭圧痕が顕著である。3は唐津の皿で 17世紀以前のものである。オ

リーブ色の釉薬がかかる。4は李朝の皿。5・ 6・ 8はいずれも九州産の磁器で青花文がきれいにコ

バル トブルーに発色している。近世以降のもの。7は備前の精鉢で室町時代前～中期の品である。

鰺 齢

薪
~

4

.ガ
/

S=1/3

第 5図  I区 1層出土遺物 S=1/3
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第 2節 2層 の遺構・ 遺物

ここで遺構として取上げるものは、1層下面で検出された遺構群 (第 6図 )と 2層 中から検出し

た遺構群 (第 9図 )である。後者は トレンチ土層観察の際には分層 しておらず土層認識のエラーで

あるかもしれないが、掘下げる過程で検出した遺構群である。また、後世の水田耕作における杭

跡と考えられるものについては取上げていない。

(1)遺構

SK01(第 7図 )

3Eグ リッドに所在 し、平面形は長径 0.86m、 短径 0.84mと ほぼ正円で、深さ0。4mを測る。断面

形は枡形で縁には 3～ 9 cmほ どの粘土張りをしてあつた。土坑内には埋土とともに僅かながら炭と

川石が集積された状態で見つかつている。

SK01出土遺物 (第 7図 )

何れの遺物も埋土中からの出上である。1は土師器の頸部で屈曲し、外傾する単純日縁の甕で

ある。2は地元産の陶器で碗若 しくは壺型の器と思われる。回転糸切 りの底部には墨書が認めら

れる。“サII"であろうか。3は高台のつく香炉と思われる。2・ 3は 19世紀の所産と考えられる。

SK02(第 7図 )

川側の 6」 に位置し、平面形は隅丸五角形状で、長径 1.10m、 短径 1.06m、 深さ 0.36mを測る。

壁で 20 cmほ ど、底面で 8 cmほ ど粘土張りが為されている。埋土は黄褐色砂質土で遺物は無く時期

は不明である。

SK03(第 7図 )

6Kに位置し、粘土張り部分の平面形は不整形で、長径 1.31m、 短径 1.00m、 深さ 0。 40mを測

り、その内側平面形は隅丸方形をなし、上場で径 0.52mである。埋土は SK01・ SK02同様、黄褐

色砂質上で川石が集積 した状態であった。粘土張り部分は北側で厚く40～ 56 cIIl、 南側で 25 cmほ

どで、底面では 8～ 14 cmであつた。遺物は無く時期は不明である。

SK05(第 7図 )

2」 に位置し、平面形は不整形を呈し、長径 2.24m、 短径 1.60m、 深さ 0.74mを沢1る。底面は

ほぼ正円形をしており、直径 0。 80mで ある。2・ 3層 に 20 cm以下の中程度の川石を含む。遺物は

2・ 3層中から陶磁器・スラグが出土している。遺物の年代から近世と考えられる。

SK05出土遺物 (第 7図 )

4は青花文を施す磁器である。5は陶器製播鉢で江戸以降の大衆品である。6は布志名焼の所謂

“ばてばて茶碗"で 19世紀の品である。

SK04・ SX12(第 8図 )

3Eの SK01の 南東隣りに位置し、切合 う形で検出した。平面形はどちらもほば正円形をなすも

ので、SK04は径 1.10m、 深さ 0。 30mで壁中腹で僅かに平坦面をつくるものである。SX12は長径

-12-
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1.48m、 短径 1.26m、 深さ 0。 30mを測り、断面形は漏斗状にやや窄まり、底面は平底を呈する形

状である。切合いは後者が前者に勝っている。どちらも川石を集積 した状態で検出しているが遺

物は無く時期は不明である。

SK26(第 8図 )

lKに位置し、平面形不整な三角形状を呈し、長径 0.84m、 短径 0.79m、 深さ 0。 22mを測る。

土坑壁・床面と埋土中に川石が含まれていた。遺物は無く時期は不明である。

以下は 2層中から検出した遺構である。

SB07(第 10図 )

2R。 2S・ 3R・ 3S・ 3Tに位置する 2間 ×4間の側柱建物で、平面規模は梁間 4.12m、 桁行 8,11

m、 床面積 32,96ポである。柱間隔は妻側 2.05m、 平側は不均等であつた。柱穴は平面円形で、

直径 40～ 50 cmと ほぼ揃つている印象を受ける。検出面からの深さは 15～ 40 cIIlでばらつきがある

が、浅い東側は後世の削平を受けているものと見られる。建物の主軸方向は E-36° 一Sを とる。

柱穴埋土はいずれの柱穴とも単層で、柱跡や抜き取りの痕跡は確認できていない。

出土遺物は無かった。

SK15(第 ■ 図)

3R・ 4Rに跨るように位置し、平面形は略長方形をなす。東西方向の角が僅かに突出する。規模

は長径 1.46m、 短径 0。 92m、 深さ 0.24mを測る。埋土は茶褐色砂質上で若干の炭と l cIIl以下の

砂粒を含む。遺物は埋土中に磁器、複合日縁片、カフラケ等が出土している。土坑は中世以降と

考えられる。

SK15出土遺物 (第 11図 )

111は磁器皿である。その他複合日縁片、カフラケ等出土しているが、図化できるものはなか

った。

SK17(第 ■ 図)

2Rに位置し、平面形は不整形で長径 1,79m、 短径 1.07m、 深さ 0。 32mを測る。土坑中央部で

二段掘 り状となる。埋土中に焼石 (角礫を含む)と 炭が若千混じる。

SK17出土遺物 (第 ■ 図)

図示した ■ 2は内外面ナデ、黒褐色を呈す弥生土器の注目部分である。この他図示しなかつた

が江戸以降の橋鉢片も出土している。

SK18(第 ■ 図)

3Tに位置し、平面形は不整な方形をなし南西側で僅かに突出する。長径 1.66m、 短径 0。 80m、

深さ 14 clllを 測 り、中央部分でさらに落ち込みがある三段掘 り状になっている。埋土には炭を多く

含み、流れ込みと思われる縄文土器片が混入していた。底面近くで土壌分析用サンプルをとって

いる。詳細は第 6章に譲る。
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SK18出土遺物 (第 ■ 図)

1は縄文土器で内面はナデ、外面の沈線区画内に擬似縄文を施す深鉢である。後期中葉と考え

られる。

SX40・ SX41(第 12図 )

どちらも 3Rに位置し、SX40は平面形不整精円形をなし、長径 0。 84m、 短径 0.42m、 深さ0.42

m、 SX41は平面形不整形で、長径 0。 80m、 短́径 0,54m、 深 さ 0.30mを測る。どちらも断面形は

漏斗形で部分的に二段掘 り状となる。別遺構として調査したが、本来は同一のプランであったの

かもしれない。SX40には検出表面から 15 cmほ どのレベルで 20 cmほ どの川石を検出している。土

師器細片も混入していた。SX41には遺物は無かった。SX40。 SX41は立地、埋土等を見ても同時期

が当てられよう。古墳時代初頭以降と考えられる。

SX46(第 12図 )

3Sで SX47の東に位置し、平面形は卵形で長径 0.54m、 短径 0.35m、 深さ 0.25mを測る。埋土

は SX47同様暗褐色砂質上で、埋土中にスラグ小塊が含まれていた。

SX47(第 12図 )

3Tで SX46の西側に隣接し、平面形は南側に突出部がみられる長円形で、その南側に僅かな平

坦面をもつ。長径 0.52m、 短径 0.29m、 深さ 0.25mを測る。埋土は単層で暗褐色砂質上で、遺

物はなかった。

SX48(第 12図 )

4Sに位置し平面形は角張つた長円形で、長径 0,70m、 短径 0,34m、 深さ 0.21mを測る。埋土

中から平石を検出している。表面から 10 cmの位置であったが、元々は表面にあった可能性もある。

遺物は無く時期は不詳である。

SX49(第 12図 )

4Tに位置し、平面形は不整な落花生形をなす細長い形状で、長径 1.10m、 短径 0.30m、 深さ

0.30mを測る。SX内二箇所に小ピット状の落込みが認められるが、後世の水田耕作によるもので

あろうか。埋土は暗褐色砂質上で若干炭を含む。遺物は無かった。

SX51(第 12図 )

2Vに位置し、平面形は落花生形で長径 0.80m、 短径 0.55m、 深さ 0。 35mを測 り、断面は二段

掘 り状をなしていた。遺物は無く、時期不詳である。

SX55(第 12図 )

2Tに位置し、SK23同様他の遺構より若干低めの検出である。平面形は不整形で、長径 0.56m、

短径 0.36m、 深さ 0.18mを測る。埋土は黒色上で l llllll程度の白色砂粒を僅かに含む。遺物は時期

不明の細片が 1点出土している。

SK14(第 12図 )

3Qに位置し、平面形不整形をなし、長径 1.20m、 短径 0.68m、 深さ 0,40mを測る。断面は中
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1明褐色砂質土

1茶褐色土

1茶色土

(炭を少量含む)

0                                      11R

S‐1/201茶褐色土

第 13図 SX38・ SX39・ SX42・ SX43・ SX44実測 図 S=1/20
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央部分で二段掘 り状となる。理土には僅かに炭を含む。埋土中から複合口縁片を検出している。

遺構は弥生時代末期以降と考えられる。

SK16(第 12図 )

4Qで SX44の西側に位置し、平面形長円形で、長径 1.64m、 短径 0.88m、 深さ 0。 32mを測る。

検出表面からは非常に浅く中央部で僅かに凹む。図化できる遺物は無かったが、弥生後半甕片、

磁器が出上している。         ‐

SK23(第 12図 )

3Uに位置し、他の 2層中検出遺構より若干下からの検出であつたが、ここで扱 う。平面形は楕

円形で、長径 0。 86m、 短径 0.54m、 深さ 0.25mを測 り、断面形は北側で二段掘 り状をなす。土

坑内に 20 cIIl以下の川石 2個を含む。当時表面からの落込みかもしれない。底面近くで土壌分析の

サンプルをとっている。

SX38(第 13図 )

3Qに位置し、平面形は落花生形をなし、断面は緩やかな二段掘 り状を呈す。規模は長径 0,70

m、 短径 0.26m、 深さ 0.42mを測る。埋土は明褐色砂質土層である。遺物は無く時期不詳である。

SX39(第 13図 )

掘込みは二つあるが、両方を SX39とする。4Qに位置し、平面形はいずれも不整形。北側で長

径 0。 98m、 短径 0。 62m、 深さ 0.14mを測る。土坑内に 20 cIIl以下の小ピットが認められる。いず

れにも遺物は無かった。

SX42(第 13図 )

4R・ 4Sに跨るように位置し、平面形は不整形で長径 1,18m、 短径 0。 51m、 深さ 0.20mを 測る。

検出表面で 20 cIIlほ どの整った平石が 3個置かれていた。長軸端はさらに深い落込みがある。埋土

は茶褐色土で、遺物は無かった。

SX43(第 13図 )

3Rに位置し、平面形は落花生形で長径 0.52m、 短径 0.28m、 深さ 0。 14mを測る。 1層 に若干

炭が混じる。遺物はなく時期不詳である。

SX44(第 13図 )

4Qの SK16の東、SX39の西に位置する。平面形は不整形で長径 0.64m、 短径 0,42m、 深さ0.25

mを測る。断面形は南北方向に緩やかに二段掘 り状となるものである。遺物は無く時期不詳であ

る。

(2)2層出土遺物 (第 15・ 16図 )

1～ 5は縄文土器である。

1は粗製深鉢片で、外面に半裁竹管文が見られる。2・ 4は細めの沈線間に擬似縄文を施す注目

若 しくは壺形の土器である。3は粗製深鉢月同部片で外面に沈線と刻みを有する。5は 日径 38.O cm

- 23 -
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を測る精製の鉢で、内外面を磨く。日縁端部内面には沈線と擬似縄文を施し、外面には三組の沈

線帯があり、上の沈線間には巻貝殻頂刺突が、下の沈線間には擬似縄文が見られる。1は晩期黒

土 BI、 2～ 5は後期中葉以降の凹線文系土器である。

6～ 19は弥生時代後半から古墳時代前半の上器である。

6～ 9は擬凹線が複合口縁部分に施される甕または壷で、8。 9は頚部にも擬凹線が廻り、9の外

面には赤色顔料が塗布される。11～ 19は複合口縁部分に擬凹線が見られないもの。いずれも内面

頚部以下は削り、頚部以上はナデる。17の内面の日縁から頚部までは磨き痕が顕著である。複合

口縁部分の屈曲もかなり退化傾向にある。19は器台若しくは壷の口縁部であろう。

20～23は底部で、20・ 21は平底、22・ 23は上げ底である。積極的根拠はないが、胎土・色調

等より、上記の 6～ 19の遺物の時期の範疇であろう。

24は土師器、霊の焚き口部分である。

25～29は須恵器である。

25はイ蓋で天丼部は削る。内面日縁近くの段は消滅 している。26・ 27は不身。立ち上がりは

26はやや内傾気味、27は反 り気味である。28・ 29は高杯で、いずれも 2方向に透かしを有する

が、台形状の透かしのもの (28)と 線刻状のもの (29)が ある。これらは出雲 4～ 5期である。

30～ 37は陶磁器である。30は唐津の皿、31は天目茶碗、32は地元産の “ばてばて茶碗 "。 33

も布志名の皿で 19世紀の品。34～ 37は九州系のもので、34は 17世紀前半の古伊万里皿。35。 36

は唐津の皿。37は碗である。

38は寛永通宝である。字体から古寛永の 1期の品で 17世紀中頃の年代が与えられる。

第 3節 3層 の遺構・ 遺物

(1)遺構 (第 17・ 34図 )

3層上面にも多くの上坑、ピット状の落込みが確認されたが、建物と確認できたものは僅かで

あつた。列をなすものはあるが、ピット内埋土や規模から水田耕作の杭跡であろうと考えられる

ものについては取上げなかった。また、SBの各柱穴名は、検出時の名称をそのまま用いている。

さらに トレンチによる土層観察では分層できず遺構面と認識していなかったが、3層 中～下層

で SG01を検出している。

SB01(第 18図 )

lH・ 2H・ lI・ 21。 2」 に跨るように位置し、P04の北半分は調査区外となっている 1間 ×3間の

側柱建物で、平面規模は梁間 4.78m、 桁行 6.94m、 床面積 34.43だ である。柱間隔は妻側 4.78

m、 平側は不均等であった。柱穴は平面精円形のものが多く、山川方向の断面形状 (最深部が山よ

りで、川側は緩やかに傾斜する)は柱の建て方を示しているといえよう。検出面からの深さはもと

もとが傾斜地に建てていることもあり、15～ 50 cmでばらつきがあるが、両平側ではほぼ揃 う。P04

- 27 -
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は北半分が調査区外ということもあり最深部に到達していないと考えられる。建物の主軸方向は

E-22° ―Sを とる。P01に は柱が残つており、埋土中に弥生土器の底部が含まれていた。P05・ P06

では柱の位置が特定できる土層が確認できた。P08の上層は柱の抜取痕の可能性がある。

SB01出土遺物 (第 29図 )

SB01の各ピットから出上した遺物はスラグ、土師器片、弥生土器片であった。このうち図化し

したのが、P01出上の 296で弥生土器の底部である。上げ底の底部は底径 5。 4 cmで、外面はハケ

メ、内面は削る。7は同じくP01の柱根である。樹種はクリと思われる。底面は加工痕が顕著であ

つたが、側面は樹皮が残つたままであった。

SB02(第 19図 )

3M～ 3P・ 4M～4Pに跨って位置する 1間 ×6間の側柱建物である。平面規模は梁間 4,34m、 桁行

13.32m、 床面積 55.42ピ である。柱間隔は妻側 4.34m、 平側は不均等であつた。柱穴は平面形

ほぼ円形のものが多く、径 25～ 30 clllの ものが多い。検出面からの深さは直線上はほば揃 う。P91

は断面形が三段掘り状となる。建物の主軸方向は E-23° ―Sを とる。柱の位置を特定、または抜

取痕が判るような土層は見られなかつた。SB02は同一面にある SK06(年代測定している)に切られ

ているので SK06よ り時期は古い。戦国時代以前と考えられる。出土遺物は無かった。

SB03(第 20図 )

41～ 41・ 51～ 51に跨って位置する 1間 ×5間の側柱建物である。平面規模は梁間 5。 51m、 桁行

12.83m、 床面積 70.26だ である。柱間隔は妻側 5.51m、 平側は不均等であった。柱穴は平面形

は様々で径 65～ 120 cmと ばらつきがある。検出面からの深さにもばらつきが見られる。建物の主

軸方向は E-19° ―Sを とる。SX13は柱の位置を特定できるような土層が認められる。また、SX17

の浅い底面には礎石とみられる平石が据えてあつた。P3の埋土から古式土師器片が出土している。

SB04(第 21図 )

51・ 5」・4Jに跨る 1間 ×1間の側柱建物で、平面規模は 2.46m× 5.51mで 、床面積は 13.86ピ

であつた。柱穴は平面形精円形で径は 65 clllか ら 1.lmと ばらつきがある。検出面からの深さはほ

ぼ揃 う。建物の主軸方向はN-18° 一E(E-16° ―S)である。SX21には角礫が土坑内に埋土ととも

に入つていた。他の柱穴に柱の位置を特定、または抜取痕が認められるものはなかった。また出

土遺物も無かった。

SB05(第 22図 )

4G～ 41・ 5H・ 51に跨る 1間 ×3間の側柱建物で、平面規模は梁間 5,50m、 桁行 7.55m、 床面積

39.38だである。柱間隔は妻側は 5。 50m、 平側は 2.34mであつた。柱穴は平面形は様々であるが

P239と P241は ほぼ円形で径 55 cmを測る。その他の柱穴は大きく、形状もばらつきがあり、径 85

cm～ 1.3mである。検出面からの深さにもばらつきがある。建物の主軸方向は E-27° ―Sを とる。

柱穴埋土からは、柱の位置、抜取痕等が認められるものはなく、遺物もなかつた。柱穴内から古

式上師器、陶器片、スラグが出土している。
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SB05出土遺物 (第 29図 )

291は唐津の皿で、日径 13.8 clll、 器高 4.2 cm、 底径 3.9 cIIlを 測る。内面には重ね焼きの痕跡

が顕著に残る。2は 日径 17.7 cmの 単純口縁の土師器甕で外面はハケロ、内面は頸部以下は削る。

3は唐津製の皿で 17世紀までの品である。4は 1と 同じような唐津の皿。日径 13.2 cIIl、 器高 4.2

clll、 底径 4.4 cIIlを測る。底部に墨書の痕跡がある。5は複合口縁の壺である。古墳時代初頭に位

置づけられる。             ´

SB06(第 23図 )

4N・ 5N・ 40・ 50に跨る 2間 ×2間の側柱建物で、平面規模は、梁間 3.00m、 桁行 3.45m、 床面

積 10.05ピである。柱間隔は妻側は 1.50m、 平側は不均等であつた。柱穴は平面円形で、四隅が

やや大きく 30～ 40 cm、 P106は直線上にあるが、P108、 P103はやや外側に位置する。これらの径

は 20 cmである。検出面からの深さは四隅の柱穴が 35 cIIl、 その他の柱穴が 16～ 20 clllと 浅めであつ

た。建物の主軸方向は E-33° ―Sを とる。P102内には埋土とともに川石が含まれていた。Pl10

の埋土中から古式上師器片が出上している。柱穴土層は何れも単層で抜取痕等は確認できなかつ

た。

SX07(第 24図 )

4Fに位置し、平面形は不整形で、長径 1.62m、 短径 0。 90m、 深さ 0,37mを測る。断面形から

は元々は二つの土坑であつた可能性がみてとれる。埋土中から古式上師器、陶器等が出土してい

る。

SX07出土遺物 (第 24図 )

2牛1は擬凹線のはいらない段階の複合口縁甕で、複合日縁部分の稜は横方向に突出している。

草田 6・ 7期。2は高杯の脚部であろうか。

SX08(第 24図 )

3Hに位置し、平面不整形をなす、長径 0.56m、 短径 0.30m、 深さ 0。 13mを測る。斜面に掘 り

込まれたもので検出時は非常に浅いものであつた。遺物は無く時期不詳である。

SX15(第 24図 )

31の SX08同様斜面に位置し、平面不整五角形である。長径 0.82 cm、 短径 0.51 cIIl、 深さ0.32

cmを測る。西側断面中腹に僅かに帯状の平坦面が廻る。南側は削平されたものと思われる。遺物

は無く、時期不詳である。

SX20(第 24図 )

4」 に位置し、平面形は方形の崩れたような不整形で、長径 0。 44m、 短径 0.39m、 深さ 0。 32m

を測る。底面中央に 10 cmほ どの小ピットが確認できた。杭跡かと思われるが、土層による確認は

できなかった。遺物は無く、時期不詳である。

SX27(第 24図 )

2Nに位置し、平面形はアメーバ形で、長径 0.82m、 短径 0。 34m、 深さ 0.21mを測る。検出表
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面で 15 cm程の平石を検出した。埋土には地山ブロック、炭を包含 している。遺物は無かった。

SX28(第 25図 )

3Nに位置し、平面レモン形のような不整円形で南北両端がやや突出する。規模は長径 0.63m、

短径 0.39m、 深さ 0.20mを測る。埋土は褐色砂質上で遺物は出土していない。

SX29(第 25図 )

20に位置し、平面楕円形で長径 0.59m、 短́径 0.36m、 深 さ 0.18mを 測る。断面形は南西側に

平坦面をもち、北東TRllが最深部となる。明褐色の埋土中には地山ブロック、炭を含む。遺物は無

かった。

SX32(第 25図 )

40に位置し、平面瓢箪形をなし、長径 0,98m、 短径 0.31m、 深さ 0.26mを沢1る。埋土は砂質

上で遺物はなく時期不詳である。柱穴の可能性も否定できない。

SX33(第 25図 )

40で SX32の南東に位置し、平面形は角のある精円形状で、長径 0.68m、 短径 0.33m、 深さ0.50

mを測 り、平面形と比して深い土坑の印象を受ける。埋土は明褐色砂質土で、遺物は含まれてい

なかった。下層を貫いた可能性もある。

SX36(第 25図 )

6Nに位置する調査区内でも川側によつた遺構で、平面形は瓢箪形で長径 2,10m以 上、短径 1.20

m、 深さ 0.31mを 涙1り 、断面形はレンズ状である。埋土中に 50 cmを超すような川石や床面に 10

cmほ どの角探、炭が集中する箇所が確認できた。土坑南側の lm程の角操は元々その位置にある

自然のものであろう。埋土中に遺物はなかった。

SK06(第 26図 )

3N。 30に位置し、平面形はやや不整な隅丸方形状である。東側に僅かに突出した部分があり、

窪む部分が三箇所ある。規模は長径 1.80m、 短径 1,74m、 深さ 0.54mを測る。1層表面と層中に

30 clll以 下の川石が確認され、その中には焼石も含まれていた。また、床面 5層には大量の炭を包

含していた。5層の炭を C14年代測定している。詳細は第 6章第 2節に譲るが、示された年代は

中世末であった。出土遺物は埋土中から須恵器片、磁器片が出上しているが図化し得なかった。

SK07(第 26図 )

3N・ 4N・ 30。 40に跨るように位置する平面形隅丸長方形で、長径 1,97m、 短径 1.16m、 深さ

0。 37mを測る。埋土に川石、地山ブロック、炭を含む。3層の炭を C14年代測定他結果、SK06と

同様の年代を示している。出土遺物は流込みの 1点複合口縁片があった。

SK08(第 26図 )

3N・ 4Nを跨ぐ位置にあり、SK09と 切合 う状態で検出した。平面形は不整な長方形状をなし、長

径 1.40m、 短径 0。 98m、 深さ 0.27mを測る。床面北東側に 15～ 20 cmの川石が 3個あつた。埋土

中には橙色の地山ブロックと炭が含まれていた。出土遺物は無かった。
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SK09(第 26図 )

4Nで SK08に切られる状態で検出した。平面形は不整形をなし、長径 1.10m以上、短径 0,78m、

深さ 0.16mを 測る浅めの土坑で、埋土は明るい褐色上であった。埋土中から磁器片、スラグを検

出している。

SK10(第 26図 )

30・ 3Pを跨ぐ位置に所在し、平面形は不整形で、長径 1.80m、 短径 1.40m、 深さ 0,31mを測

る。埋土は砂粒を多く含む褐色土で、埋土中に 10 clll以 下の川石を 7個含んでいた。遺物はなく、

時期不詳である。

SK13(第 26図 )

5Pに位置し、平面形不整三角形で、長径が 0,67m、 短径 0.50m、 深さ 0,28mを測る。埋土は

明るい茶砂質土で、遺物は含まれていなかった。

SKll(第 27図 )

30。 40・ 3P・ 4Pに跨るように位置し、不整な卵形状をなし、長径 2.24m、 短径 1.84m、 深さ

0.14mを 測る浅い土坑である。砂粒を多く含む褐色上の埋土で、土坑中央部表面に大きいもので

40 cIIl以下の川石で、平面を上に意識的に集積した部分を確認 した。遺物は石と埋上の間から須恵

器甕片、陶磁器片を検出している。平面的に SKllの 中央集石部は SB02のプラン上に位置し、土

坑断面からは確認できなかったが、柱穴が存在してもおかしくない箇所である。

SK12(第 27図 )

5Nに位置し、南東側は トレンチにより消失している。平面形は方形をなすものだろうか。長径

2.60m、 短径 1.60m以上、深さ 0.42mを測る。 トレンチ側に 40 cIIlの 角礫以下数個の川石が集中

する部分がある。埋土は灰色の砂質上で、土中から土師器の糸切底片が出上している。

土器群 1(第 28図 )

4E・ 5Eを跨いで位置し、堀込み等は認められなかったが、土器片の集中する箇所が確認された

ため遺構として処理した。ほとんどの破片が甑 32-49と 接合 し、もともと遠くない位置、若しく

はその場で使用していたことも考えられる。

土器群 1出土遺物 (第 32図 49)

3249は土師器甑の把手以下底部までの破片で、残存部分は僅かであるが反転復元により図化

している。底径は 10.5 cIIlで残存破片では底部直上の孔は確認できなかった。内面はナデ、外面は

ナデとハケメ (特に把手部分が集中的)調整である。

以上が 3層上面遺構である。

次いで 3層 中～下層で検出したのが SG01である。

SG01(第 35・ 36図 )

結果的に 3層中～下層から検出した遺構で、31・ 41・ 3M・ 4Mを跨いで位置し、第 36図朱描き

が掘 り方で、平面形南北に長い不整長円形状をなし、長径 7.45m、 短径 6.37m、 深さ 1.40m、
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平面積 38.6だ を測る。そこに黒褐色土を埋込み川石で石垣状に石を積んだ状態で検出した。図

35に あるように周辺にはかつての河原跡があり、掘下げていくうちにそこに到達してしまい、人

工的な集石部分と自然のものとの違いを確認 しづらかった。人工的な部分は図で網掛けしてある

箇所である。もともと自然の産物を利用してできていた遺構なのかもしれない。円形に囲まれた

石垣状の構造を復元できることから、池状の遺構、または水溜という性格も考えられる。掘 り方

直上の上で年代測定をした結果、14世紀中頃の数値を得た。出土土器からは中世後半まで遺構が

機能していたとも考えられる。

SG01出土遺物 (第 37図 )

遺物は、石垣部分と 1層の狭間からのもの、埋土中のものがあるが、厳密な区分はできなかっ

た。流れ込みであろう371は弥生末～古墳初の甕の肩部である。日縁部欠損のため詳細は不明で

ある。外面にノの字の連続刺突を行なうが、風化による摩滅が著しく工具は不明である。2も流

れ込みによるものと考えられる土師器甑の把手である。当地では上方へくの字に曲るものが多 く、

短く屈曲しないものは珍しい。3は 16世紀前半の中国製の磁器で、高台径は 5.7 cmで あつた。内

外面には青花文を染付けるものである。4は土師質土器で外面口縁部に 2条の細い沈線を行ない、

その間にやや角張る渦巻文をスタンプするもので、非常に細やかな緻密な作りである。中世の香

炉か火鉢であろう。類似品はいろいろな遺跡で見つかつているが、近隣の事例では当教育委員会

が行なった円満寺遺跡からも出上している。5は外面の腰部、内面の口縁部まで緑色の釉薬が施

釉される陶器で底部には重ね焼き時の粘土が付着 している。

(2)3層出土遺物 (第 30・ 31・ 32・ 33図 )

30-1～ 3はⅣ 2様式のもの。 1・ 2は甕で、日ま端部に 2条の凹線を施し内面頚部以下ハケメ痕

が残る。3は高杯。口縁部はくの字に屈曲し、外面は凹線が摩滅 しているのか浅いが、端部 と張

り出し部分に刻 目を施し、赤色顔料を塗布 した痕跡が認められる。4は漏斗状の器形で端部で強

く外に曲がる高郵である。内外面とも赤色顔料塗布の痕跡がある。Vl様 式。5～ 10は複合 口縁
の甕で凹線、擬凹線が廻るものである。7は大型の甕で内外面とも赤色顔料を塗布 している。 11

は複合口縁部分に擬凹線が廻らないものであるが、作 りは厚手でずんぐりした印象を受ける。 12

は大型甕の底部であろう。13は中期後半の高不脚端であろうか。14は外面に 2条の凹線が施 され

ている。時期・器種不明。これら時期を示したもの以外はV様式の範疇である。

3115～ 25は甕・壷類である。御崎遺跡出土遺物で最も多い遺物はこの時期のものである。甕

は器壁の厚みは様々であるが、日縁部分の外への曲りや複合口縁部分の稜の横方向への突出具合

は草田 5～ 7期に収まるものである。22は甕の頚部、23は大型壷の口縁で短く直立する器形を有

す。

27は高坪の不脚の接合部分であろうか。台付き壺の脚部の可能性もある。

28～ 32は底部である。しつかりとした平底であり、胴部が丸く球体状にはならない、最大径が
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胴部の上の方にあるものであろう。 Vl・ 2様式。

33は器台の脚部で草田 6・ 7期である。

3234～ 37は須恵器。出雲 4～ 5期の杯身 (34)、 高不 (35)、 壺 (36・ 37)で ある。

38・ 39は低脚イで、38は内外面の一部に赤色顔料が塗布された痕が認められる。

40～49は甑の把手部分である。49は土器群 1の遺物である。

3350～ 54は陶磁器類。50は青花文の皿、_51・ 53は肥前系の磁器で 18世紀の品。52は備前の

播鉢で、時期は中世である。54は 白磁櫛描文碗で、先が櫛状の工具でひつかくようにして文様を

刻している。福建省の同安窯で焼かれたものである。

55は耳環である。切れ込みを上にしたときの縦が 1,95 cIIl、 横 2.40 clllの精円形をなし、厚さも

0.6× 0。 5 clllの楕円形である。破損・摩滅が著しいが、環の内側には金メッキされた痕跡が認めら

〃tる。

56・ 57は石器。56は僅かに基部が凹み、長さ 2.55 cm、 幅 1.50 clll、 厚さ 0.25 cmを 測る石鏃で、

未製品である。安山岩製。57も サイズ・形状から石鏃未製品と思われる。丸味のある三角形をな

す長さ。幅とも 1.65 cm、 厚さ 0。 4 cmの黒曜石製剥片である。

58は明銭の洪武通宝である。

第 4節 4層 以下の遺構・ 遺物

4層上面で検出した遺構が SD01・ SD02・ SD06である。4層 自体は遺物を包含 しておらず、その

下にハイカ層が確認されたが、面的な拡がりは僅かにあるもののその下層の砂層を断ち割 りした

結果、遺構・遺物とも認められなかったので、掘り下げはここまでとした。

(1)遺構

SD01(第 39～44図 )

4層上面で検出した溝状遺構で、lK～ 5Cにかけて全長 45m以上、幅 0.40～ 1.62m、 深さ 0。 10

～0。 32mを測る。第 39図の下から上へとレベルが降る遺構である。溝の埋土及び表面には 30 clll

以下の川石が詰められている状態であつた。機能を失つた後、意識的に埋め立てられたものと考

えられる。第 44図は完堀状況と断面図である。BB′ をみると、溝は元地形で川側のレベルの低

い部分にも複数切合って存在していた様子が窺える。このことは溝内、溝表面にあつたと思われ

る川石が三筋確認できる (第 40・ 41図 )こ とからも明らかである。川側は既に削平され消失した部

分が多いため図示していない。SD01出土遺物は弥生時代後半～古墳時代前半のもの、古墳時代後

半のもの、中近世のものがあり、3つの時期が考えられるが、量的に弥生末～古墳初のものが中

心である。この時期が遺構の存続していた時期を示すものと考えられる。

SD01出土遺物 (第 49～ 53図 )

491は縄文粗製土器の底部で、底径 5。 3 cmでやや上げ底である。内外面ナデ調整を行なう。492
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～52-49は弥生時代後半～古墳時代前半の遺物である。2～ 5は複合口縁部に擬凹線が廻るもので

ある。 2は 日径は不明であるが、 日縁直下で弱くアクセントがつき、やや深めになる高杯のイ部
で内面のアクセントまでの箇所に赤色顔料を塗布 している。V-1様式か。3～ 5は何れも甕でV
l・ 2様式のものである。7はかなり外に開く器形で複合日縁の突出部付近に細かい条痕が入る。

496・ 8～ 5249は草田 5～ 7期を中心とする土器である。詳細は遺物観察表をみていただきたい。

5350～ 58は陶磁器である。50中国製白磁の碗で口径 15,6 cmで ある。平安末の時期が当てられ

る。51は地元産の橋鉢。52・ 53・ 58は九州系の磁器。54は布志名焼きのぼてばて茶碗である。

55は広東省の 19世紀の碗で、56は現代の品、57は 18世紀の陶胎染付碗である。

59・ 60は石器。59は磨製石斧で砂岩製である。表面の一部に磨痕が確認される。基部が欠損し

ている。60は砂岩製の石錘で、打欠きタイプのものだが打欠き自体は僅かである。

61は耳環で装着部を上にすると、縦が 1,7 clll、 幅 1.8 cmと 横に,シ らむ精円形をなす。出土時に

すでに錆化が著しい状態であった。

SD02(第 45・ 46図 )

4層上面で検出した遺構で、2V。 3V・ 3W・ 4W・ 5Wに位置し、調査区の南北両壁にもその痕跡を

確認 している。規模は長さ 16.5m以上、幅 0。 70～ 1,43m、 検出面からの深さが 0.45mであった。

北 (山 )側から南 ()||)側へと降る遺構で、埋土は褐色砂質上に真砂が混じるものでその中には 30

cm以下の川石を含む。SDと して調査を行ったが、性格的には自然流路跡の可能性も否定できない。

出土遺物は弥生土器、石器、土師器、須恵器等である。

SD02出土遺物 (第 54・ 55図 )

541は弥生の壺で口径 18.4 cmを 測る。頸部で括れ、短く直立、外傾 し、強く屈曲し内傾する

器形で、備後系のⅣ様式の影響が窺える。2・ 3は弥生の甕片で擬凹線が廻る。2は 日径 17.2 cIIl、

3は 24.8 clllで、3は擬凹線を一部ナデ消している。4は非常に小型で日径 14.7 cm、 擬凹線は廻ら

ない。草田 6期か。5は複合口縁が退化してきたもの。6は単純日縁の甕で日径 18.2 cmで ある。7

は口縁部が外反する日径 25。 l cmの鉢形の上器である。8は 日径 13.9 cmの直口壺で、草田 6期。9

は日径 13.3 cmの 上師器郭で、内面には放射状に暗文が入る律令的期の品である。 10は土師器の

低脚郵。弥生甕の底部である。

5512～ 18は須恵器である。 12～ 14は不身で、日径 10。 8 cmを測る。12はイ内面に川の宇状に

ヘラ記号が見られる。12はかえりが短く、13・ 14はやや長い。15はイ蓋で口径 13.6 clll、 器高 3.5

cIIlを測る。16・ 17は高不で、16は 2方透かしで、一方が三角、もう一方が線刻のみであつた。18

は日径 14.O cmを測る甕である。須恵器は何れも出雲 4・ 5期のものである。

19は黒曜石の剥片である。

SD06(第 47・ 48図 )

4層上面で検出した遺構で、2W・ 3W・ 2X。 3X・ 4Xに位置し、SD02の北西に所在する。長さ 17.5

m以上、幅 0,90～ 1.20m、 深さ 0。 70mを測る。SD02同様、調査区を縦断し、調査区の北壁から
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南壁に抜けるものであった。ただ、北側は底面の一部のみ残存していた。埋土は真砂砂粒を含む

もので SD02同様、川石を含み、遺物は縄文土器、弥生土器、石器、土師器であった。ただ、第

47図 に示 したように底面を検出しようと掘下げる過程で結果的に下の河床礫群にあたってしま

った。検出面若 しくは埋土の浅い部分で複合口縁甕のかなり復元できる破片が出土している。こ

れらはあまり動いてない様子が窺えた。

SD06出土遺物 (第 56図 )

56-1・ 2は縄文土器の底部。 1は上げ底、2は平底である。

3～ 6は複合日縁の甕、壺で、4は擬凹繰を一部ナデ消すものである。6・ 7は 日唇が肥厚し、擬

凹線が見られない。これらは草田 2・ 3期のもの。8は鉢形の上器で、外面に条痕が横方向に施さ

れる。

9は 日径 15.O clll、 底径 6.2 clll、 器高 4.2 clllを 測る土師器郵で底部は回転糸切 りである。内外面

ともに赤色顔料が塗布されている。

10～ 16は石器である。10は安山岩製の石鏃で、長さ 1.9 clll、 幅 1.6 cIIl、 厚さ 3.6 11ullで、片翼が

折損している。11・ 12は安山岩の剥片。13～ 16は何れも石錘としているが、打欠き部分が片側の

み等不明瞭なものばかりであるが、自然のかかり部分を使用したとすると石錘と考えられるもの

である。

ハイカ層上面出土遺物 (第 57図 1・ 2)

57-1は縄文粗製土器。やや外傾する器形で日唇はやや肥厚し丸く仕上げる。2については取上

げ次のエラーと考えられるが、底径 7.6 clllを 測る高台杯で、高台の接地面は内側で、短くやや `人 '

の宇に踏ん張る。底部の回転糸切 り痕はナデ消される。

排土中出土遺物 (第 57図 3～ 8)

573は複合日縁の器台不部で、V2様 式か。4は 日径 23.8 cmの 高郭不部で、内面上方はミガ
キ、下方はハケメ調整である。V4様 式。5～ 7は陶磁器で 6は白磁の日縁部分、瀬戸の皿であろ

う。8は敲石、もしくは石斧の基部である。
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第 5章  Ⅱ区の調査

第 1節 遺構 (第 58図 )

Ⅱ区は川上側をⅡ-1区、川下側をⅡ 2区として調査を行つた。Ⅱ l・ 2区共通して調査中にカ

ナケが山手方向から滲みてきていた。掘下げても鉄分の層状塊が至る所で確認され、またスラグ

もあることから製鉄関連遺構の存在が窺われた。結果的には、遺構自体は調査区内には認められ

ず (」F滓場跡の一部かと考えられる箇所あり)、 調査区外北東に炉跡が存在する、またはした可能

性がある。

Ⅱ区の大半の遺構は 2層上面に集中していた。

以下、Ⅱ l区からみていく。

SK21(第 59図 )

2dで SK22の北側に位置し、不整な五角形状をなす。規模は長径 0,70m、 短径 0,63m、 深さ0.24

mを測る。埋土は暗褐色上で鍛冶滓等を含む。また上方に 30 cIIl以下の川石・山石が 6個あった。

SK21出土遺物 (第 60図 )

60-1・ 2と もに杭形鍛治滓である。

SK22(第 65図 )

2dで SK21の南側に位置し、平面形は不整形である。長径 0,64m、 短径 0。 43m、 深さ 0。 20mを

測る。断面形は北東側が僅かに浅く、南西側に最深部がある。最深部に立石が確認された。埋土

は暗褐色砂質上であった。

SX53(第 61図 )

3c・ 2d・ 3dに位置する。SK21・ 22の西側から始り、川側の旧河岸石にぶつかる流路状遺構であ

る。残存長 5。 40m、 幅 1.40m、 深さ 0。 28mで南側の底では下の旧河岸石に当つた。北側残存部

分は後世の畑利用等で削平され非常に浅い。埋上、底面ともに鉄分の滲みた痕跡が確認された。

埋土中にスラグを包含している。

SK20(第 62図 )

2b・ 2cに位置し、不整方形状をなす。長径 2.54m、 短径 2.14m、 深さ0.37m、 断面形は整っ

た形状であつた。埋土はブロック状に明赤褐色砂質土が入 り、撹乱されている。上坑内西側床面

近くに平石が据えられていた。

SX52(第 63図 )

3cに位置し、平面形は不整形。長径 1.12m、 短径 0.58m、 深さ 0.32mを測る。埋土は暗灰色

土で僅かに炭を含む。底面西側に立った状態の山石が確認された。埋土中に流込みと想われる古

式上師器片が含まれていた。

SK19(第 64図 )

3bに位置し、平面形は不整形をなし、南側は別ピットを切つている用にみえるが、同時に扱 う。
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長径 1.54m、 短径 0。 88m、 深さ 0。 44mを測り、埋土は粘質の上層が帯状をなしていた。性格不明の

遺構である。遺物はなかつた。

SD03(第 66図 )

2bに位置し、調査区外から始まる溝状遺構である。残存長は 3.20m、 幅 2.5m(断面図作製部

分で)、 深さ 0,45mを 測る。遺物は無かったが、近世以降のものであろう。

以上がⅡ l区の遺構である。表土を剥ぎ取るとすぐにこれらの遺構を検出している。性格不明

のものが多いが、何れも近世以降のものと思われる。

次にⅡ 2区の遺構をみてみる。

S101(第 67図 )

調査区最北端の 2kに位置する竪穴建物跡で柱穴は P238、 P260、 SX58、 P237が方形に位置し、

その中央に P236が位置する 5本柱のものである。平面形は隅丸方形状で、最大長 5。 31m、 最大

幅 4。 98m、 深さ 0.26mを測る。面積は凡そ 23だ。西側は既に壁部分が消失しており、東側壁帯

溝は微かに確認できる程度で 3 cIIlほ ど窪む程度であった。P246、 P244、 P249は平面形が少し小さ

く、断面も浅いものであるが、これらを結ぶと三角形となる。これらも S101に付随するものであ

ろうか。出土遺物は無かつたが、S101の覆土と同じ、周囲の土から草田 5～ 7期の上器が確認さ

れている。

KD01(第 68図 )

liに位置する加工段で、地山を切つて平坦面を作つている。残存長 3,12m、 残存幅 1.50m、

深さ 0.15mを沢1る。S101同様西側は残存せず詳細は不明であるが、竪穴建物跡であつた可能性も

否定できない。遺物は無かった。

SK25(第 69図 )

21に位置し、平面形不整五角形状をなす。長径 0.88m、 短径 0.80m、 深さ 0.53mを測る。西

側床面に更にピット状に深くなる部分があり、二段掘 り状となる。遺物はなく時期不詳である。

SX57(第 70図 )

2Kに位置し、前述の S101床面を切つて作られている。平面方形で長径 1.12m、 短径 0.86m、

深さ 0.46mを 測る。掘下げる過程でやや鼻をつく異臭がし、また 3層 中に 5層灰白粉末が、埋土

中から錆釘片が出土していることから近世墓であろう。他に遺物はなく詳細時期は不明である。

SX59(第 71図 )

2jに位置し、平面精円形状で長径 0.84m、 短径 0。 40m、 深さ 0.44mを 測り、断面は二段掘り

状をなす。表面から落ち込んだとみられる平石が埋土上層から出土。遺物はなかった。

SK24(第 72図 )

21に位置し、後述する SR01に北側が切られている。平面形は不整形で、長径 1.60m以上、短

径 1.40m、 深さ 0.96mを狽1る。埋土は黒色土が厚く溜つていた。埋土中から縄文後期後葉の凹線

文系土器 と同時期と見られる粗製土器が出土している。遺構の時期を示していると思われるが、
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第 73図 8はかなりの破片が復元でき、その場で壊れたようであった。土器埋設遺構であった可能

性もある。

SK24出土遺物 (第 73図 )

731は 日径 14.8 cmで 、日縁で緩く内傾する器形で、外面は 311111ほ どの凹線文が 4条廻る鉢で、

後期後葉の凹線文土器である。2は頸部で強く括れる甕で括れ部で 2条の沈線をおこない、その

間を刻むものである。3はやや日縁端部が外側に折曲げられた粗製深鉢。4は外面に擬似縄文を施

し、器形は内傾する注目または壷型土器である。彦崎 K2式併行である。5・ 8は胴部が張る僅か

上部に沈線を行ないその間に刻みを施す粗製深鉢である。同一個体かと思われたが、器厚、胎土

から別個体と判断した。6・ 7は縄文土器底部で浅鉢であろうか。9は朝顔状に開く浅鉢である。

SD07(第 74図 )

2h。 2i。 2j・ 2k。 3k。 31を通る残存長 19。 lm(中程で SR01に切られる。図の点線部分)、 幅 0。 47

～0.63m、 深さ 0。 46mを測る。

SD07出土遺物 (第 74図 )

床面近くから出土したのが 1で複合日縁甕で、日径 17.8 clllである。日縁端部や突出部から草田

5・ 6期のものであろう。2は土師器の手捏ね土器片。3は流れ込みにより表面近くに止まつたも

のであろう。高イの脚部で二方透かしを有する。一方は三角透かし、反対側は線刻のみとなって

いる。出雲 5期前後である。

排滓場跡 (第 75図 )

Ⅱ 2区に厚く堆積 していた遺物包含層である 3層黒色上を掘下げる過程で検出した遺構で、再

結合滓、羽日、炭、粘土、焼石等が多くみられるようになり面的な拡がりをみせた。(第 75図 )平

面範囲は再結合している範囲が 4.50m× 6.00mであった。範囲の中央を断割 り、断面を確認した。

幾層にも滓が結合した様子が窺えた。またその再結合滓上面は平たくなっており、複数回作業場

としての機能を果たしていたようである:4炉 自体はすぐ東側のレベルの高い場所にあったと想定

されるが、既に消失している。排滓場跡の炭で年代測定を行なった結果、11世紀中～後半の数値

を得ている。

排洋場跡出土遺物 (第 76・ 77)

761～ 77-16は製鉄関連遺物である。 1は板屋型羽口である。費巻痕は見られない。外径は 20

cm弱である。2～ 5は大小があるが、湾型津である。5には粘上部分が付着している。776～ 16は

流出孔滓または溝洋である。6には粘上部の付着が見られる。

第 2節 3層 (包含層 )出土遺物 (第 80～ 88図 )
Ⅱ区の包含層出土遺物は、Ⅱ 2区の 3層 出土遺物のことである。調査区北隣の民家の方向から

大量の遺物が流れ込み堆積 していた。遺物は、縄文時代早期押型文土器から近世陶磁器まで時期

幅があるが、流入堆積の為遺物が上下混在しており、また土層観察で分層不可能であった為、一
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r黒色土 (黄砂質上を含む )

第74図  SD07遺構・遺物実測図 遺構:平面図
遺物:S=1/3
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S=1/4

第76図 排滓場跡出土遺物実測図 (1)S=1/4
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第80図 Ⅱ 2区



括で扱 うこととした。結果的には三条の流路跡 SR01(第 78～80)を流れて溜つた遺物がこの包含

層出土遺物ということになる。

811～ 8353は縄文土器である。

1はポジ冴ィブな精円押型文土器である。楕円がさほど大きくない早期黄島式である。

2～ 22は無文の粗製土器である。細片が多く傾きについては不安があるので、日唇部分の形状・

調整について観察し、分類する。

日唇部をみると丸く仕上げるもの (2～ 5。 9・ 13)、 面を意識して平坦につくるもの (6～ 8・ 10。

11・ 14～ 16・ 22)、 先尖りのもの (12・ 17～ 21)が ある。

丸く仕上げるものの調整は、すべて内外面ともナデ調整である。

平坦のものの調整をみると、7・ 8・ 10。 11・ 15。 16は内外面ともナデ調整、6は外面がミガキ、

14は内面に板状工具による擦痕がみられ、22は内外面とも二枚貝条痕がみられる。

先尖りのものの調整は、12・ 17・ 18・ 20。 21はすべて内外面ともナデ、19は内外面とも条痕調

整であった。

8歩23～ 47、 83-52・ 53は有文の縄文土器である。

23～25は 日縁内面に沈線と刻目を有する浅鉢である。26～ 33は何れも凹線文系土器である。

34・ 35は 日縁端部で強く屈曲する波状口縁をもつ。36・ 37は注目または壷形土器の肩部である。

36は外面の巻貝による擬似縄文帯に赤色顔料痕が残る。38・ 39は砲弾型粗製深鉢の括れ部分に沈

線と刻目をもつもの。42・ 47は外面に下弦弧線文を施す。43・ 44・ 46は細めの沈線区画内に擬似

縄文を施すもので、注目土器若 しくは壷型土器である。83-52は 日縁外面に 3条の凹線を廻らせ 2

段に刻 目を施す。53は表面の摩滅が著しいが、2条の浅い弧線文とその内側に僅かに擬似縄文が

観察できる。以上は、38・ 39を除き何れも後期後半 (彦崎 KⅡ 式)を 中心とする土器である。

48～ 51は底部破片で 48・ 51は上げ底、49・ 50は平底である。51は弥生土器の底部かもしれな

セヽ。

8卜54～84-67は弥生時代後期～古墳時代前半の上器である。

54～62は何れも複合口縁甕である。54は器壁が厚く、日縁がやや内傾するものでV-1様式。

55～62は複合口縁は無文化 し総じて日縁端部が外方向へのび、または折曲気味のものもある。61

はやや器壁が厚い。以上は、草田 6・ 7期である。

63・ 64・ 66・ 67は高坪で 63・ 64・ 67は不部分、66は接合部分である。65は細かい擬凹線が廻

る器台の脚部である。65・ 66と も端部は外方向にのびる。

68は手捏土器で内外面とも指頭圧痕が顕著に見られる。製塩土器であろうか。69は甑の把手部

分。70は坑形の手捏土器で、時期不詳。71は高杯の郭部、72は外傾する器形で端部で肥厚する

鉢である。

74・ 75はずんぐりした印象の低脚郵の脚部で、74は内面に赤色顔料を塗布する。76は柱状高

台で鎌倉期若しくは平安に遡るかもしれないき
6
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73・ 77～86-129は古代末～中世の上師質土器である。これらイ 。皿等のほとんどが平底で、底

部切離しが観察できるものについては拓本を掲載している。これらの詳細については観察表を見

て頂きたい。

86-130～ 87138は須恵器である。130は出雲 5期の郭身、131～ 134は高杯で 134以外は何れも

2方向透かしをもつ。131は残存部分から一方は台形状、もう一方は線刻状のものであろう。132・

133は 2方向とも線刻である。87-135の不は底が丸く尖るような形状をしており失敗作なのか全

く実用的ではない印象を受ける。静止糸切 り痕が顕著である。136・ 137は壺の日縁と底部である。

138は高台がつく杯であろうか。底円周に近い部分に短くほば垂直気味に高台がつく。律令期の

ものである。139は内面が灰褐色、外面が淡黄褐色に熱変色している播鉢である。 140・ 141は磁

器碗である。

87-142～88-152は石器である。142は黒曜石の石核。143は石錐で先端部分は潰れている。144

は石錐の未製品であろうか。145。 146は石鏃で何れも弱い凹基式である。以上は安山岩製である。

88-147は黒曜石製のスクレーパーで両肩部に快 りを作るものである。148・ 149は石錘で、148は

長軸両端に有溝、149は打欠きを施す。150は長軸端に人為的剥離が見られ、敲石か石錘と考えら

れる。 151・ 152は磨製石斧で、151は基部が欠損し、152は片面のみの残存で表面も剥離してい

る。

153は古銭で錆化 。風化が著しく 3固体が固結した状態で出上した。銭種は不明である。

154・ 155は鉄製品で 154は藝、155は幅広であることから刀・包丁の可能性が考えられる。検

出時に土圧のためか既にくの字に折由していたが、元々は曲つていなかつたものと考えられる。
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第6章 自然科学分析
第 1節 御崎遺跡埋蔵文化財調査 に伴 う土壌分析結果報告書

島根大学生物資源科学部土壌圏生態工学研究室

増永二之・佐藤邦明

と、 目的

平成20年8月 、奥出雲町教育委員会埋蔵文化財調査室より依頼された土壌標本6点について、

遺構の性格を土壌の理化学分析により調べること

2、 方法

土色を観察しその後、一般理化学性分析を行なった。炭素 (C)・ 窒素 (N)はヤナコ CNCORDER

で測定した。その他の無機元素は土壌を0。 1規定塩酸溶液 (土壌 :溶液=5g i30m l)で2時間

抽出を3回反復後、100m lと して、抽出液を島津製のICPS2000(高周波プラズマ発光分析装置 )

及びAAS 680(原子吸光分光光度計)で分析した。

3、 結果と考察

サンプルの種類、土色、分析結果を表 1～ 3に示した。各元素の濃度は105℃乾燥土当たりで計

算してある。

本遺跡は、調査前までは水円の下に位置し、山から川方向への扇状地状地形にあるとのことから、

灌漑水や増水等による溶脱・集積や浸食作用を受けているものと推測された。

また、遺構外のレベルの高い場所において、近世の製鉄遺構の存在が示唆されており、遺構内

には製品を作る時に出る、「かす」や 「カナケ」が滲みだしている状況が見受けられたとのこと

である。

しかし、今回のMo、 Zn、 Cuの分析結果は、これまで同様な分析手法で行った他の遺跡土壌分析

と比較して同じような結果であった。Mnにおいては、何点か高い値を示すところもあつた。調査

地が水田下とのことで、還元溶脱 したMnが集積 したとも推測された。そして、比較的高濃度のCa

濃度が、全サンプルを通して検出された。

また、本調査地では、土色の肉眼的観察において黒ぼく土的性質が強く、炭素含量も比較的高

い値を示していた。過去に行った、斐伊中山古墳群―西支群― (1994年 3月 )の調査結果では、

埋葬主体床面の屍体位置同定において、屍体のあったと思われる土壌面から多量の可溶性 リン

(P)が検出された。本調査地では、水田や増水による溶脱作用が推測されたが、黒ぼく上の特

徴として、アルミニウム活性が高く、高いリン吸着能を示すことより、リンの値を墓坑用途の指標

として、ある程度用いることができるのではないかと推察された。

以下に、各サンプルの詳細を示す。

比較用のサンプルであるNo.6の上壌で非常に高いCaが検出された。Caは比較的動きやすい元

- 107 -



素でもあり、施肥由来等によつて移動集積 したものや、農業等による人為的要因が考えられた。

また、No.6で は炭素や他の元素も含め比較的高い値を示し、位置的に物質が蓄積しやすい場所で

あったのではないかと推測された。

No。 1(SK18)で は、やや方形を呈するプランで、墓坑の可能性が調査時の所見で示唆されてい

た。分析結果からもCaゃPの値が高く、遺体埋設用上坑としての可能性が示唆された。しかし、

全サンプル中このサンプルのみ、肉眼的観察より炭が見られ、炭由来のCaやPが検出された可能

性も考えられた。本遺跡では、小炭焼きを行つた小型の炉が存在しているとのことで、本土坑も

炉であつたのかもしれない。

No.2(SK24)では、縄文時代後期末ごろの上器が一個体分復元できそうなほど出土し、亡くな

つた小児等を収めた棺として使用されたのではないかと、所見で推察されていた。しかし、分析

結果からは、Ca、 Pと もに低い値を示しており、遺体埋設用上坑の可能性は否定された。所見で

水流れの吹きだまり状の流れのゆるい所に土器がたまつたものと推察されており、強い溶脱作用

を受けたことも考えられた。

No.3(SK15)で は、No.1(SK18)と 同様に、やや方形を呈するプランで、墓坑の可能性が調査

時の所見で示唆されていた。分析結果からもCaやPの値が高く、遺体埋設用上坑としての可能性

が示唆された。No。 1(SK18)と は異なり、肉眼では炭は見られなかつた。

No.4(SK23)は 、No.1(SK18)、 No.3(SK15)に 比べ、やや小型であり楕円形プランである。

分析結果としては、No.5(SK23・ 付近土)と 比較しても大きな差がなく、Ca、 Pの値も低いこと

から、遺体埋設用上坑の可能性は低いと考えられた。

数 1 彙輩サンプI1/

04J0714混 サンプル ミサキ2盛 2   黒栂   ltlVR3PF2   熟   7_5YRl,ri
e  反食褐  10Vn4逆    黒  ▼_yvRI I/t
4   熟構   10Vndrl   黒   7 5VRF′ /1
s   黒 II  IBYR3/2   熱  7_5YRl'/t
c   黙栂   10湘 購ri   ユ  ,vAl,/1

2 Stt24
3 S(15    サン:ア,し関。1,   0す 1114

:潮 啓遼摯N引 線程:逢器、サンプル2

装 a 御崎進麟主転分続結果 (水守含量、TC・ TN、 01規定4験機増差〕

2    2工 0     2●2   0iS    17●      4■ 5    d02   0:
3    224      227    tl i2    1,■      1234   2aB    Oた S    c 18      B32    3■ 建    田0    37    翌     3398
4    259     2 3t    tl i3    10 3     &0鬱     1_1,   010   013     25■     19'    ltl□     24    は1    9■ 3
3    2i口       之e4    010    18 8      aB4    モ02    0 18    0 10      240    atlB    122    24    確     lS0 1
0    20a      435    囲     21'     う0"   aO'    0働     02B     434    る■5    12B    att    06    1強 と

- 108 -



第2節 放射性炭素年代測定結果報告書
(株)地球科学研究所

放射性炭素年代測定の依頼を受けました試料について、別表の結果を得ましたのでご報告申し上げます。

報告内容の説明

未補正ユ40年rt  i(同 位体分別未補正)14c年代 ″measuttd ttdocabon age″
r/aワ   試料の 14c/12c比 から、単純に現在 (AD1950年 )から何年前 (BP)かを計算した年代。

アイOttrt     :(同 位体分別補正)14c年代 ″∞nvendon』 radocaお on age″
r/aワ    試料の炭素安定同位体比(13c/12c)を測定して試料の炭素の同位体分別を知り

14c/12cの測定値に補正値を加えた上で、算出した年代。
試料のδ13C値を-25(96o)に基準化することによつて得られる年代値である。
(Stu�er,M and PoLch,HA(1977)DiscusЫ on:Reporting of 14C data Radocarbon,19を参照のこと)

暦年代を得る際にはこの年代値をもちいる。

∂ /♂0ゆ初   : この安定同位体比は、下式のように標準物質(PDB)の 同位体比からの千分偏差 (%o)
で表現する。

δ13c(%0)= (13c/12c)[試 料]― (13c/12c)[標 準]x l。。。
(13c/12c)[標準]

ここで、 13C/12c[標準]=0.0112372である。

暦 字 /t    : 過去の宇宙線強度の変動による大気中14c濃度の変動に対する補正により、暦年代を
算出する。 具体的には年代既知の樹木年輪の 14cの測定～サンゴのU―Th年代と
14C年代の比較により、補正曲線を作成し、暦年代を算出する。

使用したデータセット :Intc創 04

1ntca104 Calibration lssue of Radiocarbon 46(3),2004)

(海洋性の試料に対しては、Mar neo4を 使用 )

較正曲線のスムース化に用いた理論

A Simp�輛ed Approach to Ca‖brating C14 Dates

Taima,A,S,Vogel,」 C,1993,Radiocarbon 35(2),317-322

顔阪勇ケ法必芝ユ彰薪ガ石井 タ

測定方法  AMS :加 速器質量分析
Radomet� c :液体シンチレーションカウンタによるβ―線計数法

処理・調製・その他  : 試料の前処理、調製などの情報
前机理 add―』k』卜aOd:酸 ―アルカリー酸洗浄
add washes:酸 洗浄
add etch: 酸によるエッチング
none:未処理

調製、その他

Bulk― Low Carbon Maten』 :低濃度有機物処理
Bone CdLgen Extracdon: 骨、歯などのコラーゲン抽出
Cdlubse Extracjon:木材のセルローズ抽出

Extended Coundng:Radbmetttcによる測定の際、測定時間を延長する

分析機関  BETA ANALY「 IC INC.
4985 SW 74 Court,Miamtt FI, U S A 33155
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C14年代測定結果
試料データ

奥出雲町教育委員会 様     No 2896

δ13C(perm‖ ) 14C年 代◆ BP)
(Convent onat radiocaお on egeJ

未補正 14C年代(y BP)

Beta-248318             900■ 40

試料名 ( 33483)ワ
'サ

イ1

測定方法、期間  AMS Stmdard
試料種、前処理など  charred mょ ertal

-26.0        880 ± 40

acld/dkali/acid

Beta 248319            2990± 40

試料名 ( 33484)「 90

測定方法、期間   AMS Standard
試料種、前処理など  organlc sedment

-20.9

acid washes

8060 ± 40

Beta  248320

試群名 ( 33485)SCOl

測定方法、期間   AMS― Standard
試料種、前処理など  charred materld

660■ 40 -267

acid/alkali/acid

630± 40

Beta 248321

試料名 ( 33486)SK06

測定方法、期間   AMS Standard
試料種、前処理など  charred matend

430 ± 40 -24.8

acid/alkan/acid

430 + 40

日eta- 248322

試器名 ( 33487)SK 07

測定方法、期間   AMS Standard
試料種、前処理など  cttred maten』

440 ± 40 -254

acld/』 k』 i/acid

430 ■ 40

年代値はRCYBP(1950 A Dを 0年とする)で表記。モダンリファレンススタンダードは国際的な慎例としてNBS OxttL A,dの

Ci4濃 度の95%を使用し、半減期はリビーの5568年を使用した。エラーは
'ン
グマ(C齢確⇒ である。

CALIBRAT10N OF RADiOCARBON AGE TO CALENDAR YEARS
(Variabled C 13/C12=-26■ ab mul← 1)

Laboratory number: Beta‐248318

Conventional radiocarboll age:  880と 40 BP

2 Sigma calibrated resulti Cal AD 1040 to 1240(Cal BP 920to 700)

(950/O probability)

Intercept data

lntercept of radiocarbon age

wih calibrttio4 CurVe: CaI AD l170(Cal BP 780)

l Sigma calibrated resuits: Cal AD 1060 to 1080(Cal BP'00 to 870)and

(680/O probability) Cal AD l150 to 1210(CaI B'800 to 740)
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）
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CALIBRAT10N OF RAD10CARBON AGE TO CALENDAR YEARS
(Variおlett C13/C12=-209:lab mul← 1)

Laboratory number:  Beta‐ 248319

Conventional radiocarbon age:  3060■ 40 BP

2 Sigma cahbrated resultsi Cal BC 1420 to 1250(Cal BP 3370 to 3200)and

(950/O probability) Cal Bc 1240 to 1220(Cal BP 3190 to 3170)

Intercept data

Cal BC 1370(Cal BP 3320)and
Cal BC 1340 cal BP 3290)and

Cal BC 1320(Cal BP 3270)

Cal BC 1400 to 1280(Cal BP 3350 to 3230)

Orgattc sedment

(Variおlett C 13だ 12=-267:lab mul件 1)

Laboratory number: Beta‐248320

Conventional radiocarbon age:  630と 40 BP

2 Sigma calibrated result:  Cal AD 1280 tt1 1410(Cal BP 670to 540)

('S°/c PrObability)

Intercept data

lntercepts ofradiocarbon agc

with calibration cwvei Cal AD 1310(Cal BP 640)and
Cal AD 1360(Cal BP 590)and

Cal AD 1380(Cal BP 570)

l Sigma callbぬ 俺d lesIIltsi Cal AD 1290 to 1330(Cal BP 660 to 620)md

(680/O probabirtyj Cal AD 1340 to 1400(Cal BP 610 to 560)

Intcrccpts ofradiocarbon age

wih calibration curve:

I Sigma calibrated result

(680/O probお ihty)
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CALIBRATiON OF RAD10CARBON AGE TO CALENDAR YEARS
(Variabley C 13/C12=-248:lab mult=1)

Laboratory Ⅱunber: Beta‐ 248321

Conventional radiocarbon aget 430■ 40 BP

2 Sigma calibrated results:  Cal AD 1420 to 1500(Cal BP 530to 440)and

(950/O probability)Cal AD 1600 to 1610(CaI BP 350to 340)

Intercept d ta

Intcrccpt of ladiocal・bon age

with caIIbrttion cuⅣ c: Cal AD

l Sigma calibrated result Cal AD

(68%probab■ ity)

(Variablcd C 13/C12=-254■ab mul■ 1)

LabOratory number: Beta‐ 248322

Conventional rndiocarbon age:  430■40 BP

2 Sigma calibrated resultsi  Cal AD 1420 to 1500(Cal】 IP 530 to 440)and

(950/O probabiliサ ) Cal AD 1600 to 1610(Cal BP 350to 340)

Intercept data

Intercept of radiocarbon age

wih calibration curvei Cal

i Sigma calibratcd res■ lit Cal

(680/O probab� ty)

Referen∝ Ы

//V魚物陸″ ■力

"ο

釘力 И独壁じガ″arr9PI

rPr∽ P97i3加 ♭rarわη/sstrfヴ 願 ′∝9/b91P v曲″ 命″ ユ刀切

И罰叩り 似 /PPrtlrJI r9 oJIbrarJzg a物 体
″肪留 И S,めg9r,c,′り,Fp彦婢 b94 JJr27,ク ,′ 7専″

Beta Analytic Radiocarbon Dating Laboratory
ィつajs zァ ィ″ ω fr/4酪a議,Fra 17a,,7jj・ TPた βOツ

“

夕j′び夕・ FaF(範5)びびヨ09'ゼ 朝力 ,′ f btta@瘤 〕ο確肪ο力εO″

450(Cal BP 500)

440 to 1460(Cal BP 510 to 490)

AD 1450(CaI BP 500)

AD 1440 to 1460(Cal BP 510 to 490)

（漿
学
８
６
８
や
８
ｏ
一罵
匡

“

勢

ψ

∞

菊

- 112 -



プ
$亀
.■
挙

― (〔 !:
ZZ
::
::
S)
―

■
■
く 01

I臨

>b
種
:|
|"
.渤

１ 一 μ 岸 ω ｌ

01
6H
41
脚
韓
"助
醐
鯨

寺
土
膨
断
用
サ
ン
)殿
爆

第
99
図
自
然
科
学
分
析
ナ
ー ン
プ
ル
採
取
遺
構
図



第 7章 まとめ

御崎遺跡の調査では縄文時代、弥生時代後半～古墳時代、中近世にわたる遺構・遺物が出土し

た。以下時代ごとに概要を記し、まとめとする。

【縄文時代】

本遺跡で最も古い遺物は早期の黄島式である。Ⅱ-2区 3層 (黒色土包含層)中からの出上であった。

この時期の遺構は確認できなかつたが、僅かながら遺跡の山手で人々の存在が想われる。前～中

期の遺構 。遺物とも認められず、後期中葉～晩期にかけて遺物量が増える。年代測定で、P90が晩

期の数値を示しているが、建物を復元できなかつた。また、SK24は土壌分析の結果、数値的には

墓としての性格は否定されているが、遺構立地が、SR01で切られ幾度となく山手からの上砂を被

る場所であることから、完全には土器埋設遺構の可能性を否定できない。

【弥生時代後半～古墳時代】

この時期の遺構としてⅡ区のS101、 SD07、 I区のSD01。 SD02・ SD06が挙げられる。S101は弥生

時代終末期の建物、SD01・ SD02・ SD06。 SD07は埋土遺物から弥生時代～古墳時代の溝跡と考えら

れる。このうち、SD01はやや古相、SD07はやや新相を呈す。遺物は複合口縁の擬凹線がなくなる

以降のもの (草田4期～7期 )が多く見られた。KD01は 堅穴建物の一部と思われ、この時期である可

能性がある。また、量的には僅かであるが、特に I区で古墳時代後期の遺物、須恵器蓋イ・高坪・

耳環なども出土している。これらは調査区外からの流入であり、 I区北側の微高地に集落、横穴

墓の存在を示唆している。土器群とも古墳時代後半の遺構である。Ⅱ区のSR01は 自然河道であるが、

形成された時期は、SR01を覆 う3層黒色土 (分層できなかつた)下層からの出土遺物は弥生時代終末

期～古墳時代前半ものが大半であったので、この時期があてられる。

【中近世〕

I区でSG01(池状遺構 )、 SB01～ SB07(建 物跡 )、 粘土貼土坑 (SK01～ 03)、 集石土坑 (SK04・ 10～ 12・

23・ 26、 SX07・ 12・ 27・ 42)、 埋土に炭を包含する土坑 (SK16・ 18、 SX29。 43・ 49)、 集石と炭を包

含する土坑 (SK05～ 08・ 17、 SX36)が 確認された。SG01は遅くとも14世紀後半から存在しており、

池であるなら周辺に建物の存在を想定するところであるが、SB01～ 07は詳細な時期は不明である

が、出土遺物からSB02は戦国時代以前SB05は近世初頭以前と考えられる。SB01～ 07は地形 (等高線 )

に沿うように、またほぼ同様な規格をもつことからさほど時期幅はないと考えられる。また、SG01

を川辺の水溜施設とするなら、ごく近くに建物が存在 しなくてもいいのかもしれない。SG01と SB

群の同時期の存在は不明瞭である。 I区では多くの土坑がみつかつているが、大半は近世のもの

であろう。粘土貼土坑は水溜用の桶を埋めたものである。使用しなくなった上坑に石を詰め込ん

だと考えられるのが、SK04・ SX12で ある。集石と炭を含む土坑でSX36等 は自然の大石も利用し麻

蒸しを行つた跡と考えられる。SK06・ 07等は小炭焼き炉であろうか。以上のような土坑は詳細年

代は不明であるが、このような性格の遺構が、ダム関連 (尾原・志津見含めて)の調査で報告され
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事例が増えてきている。川辺において不変的で日常的な遺構であるのだろう。

Ⅱ区では3層黒色土中に土師質土器を多量に包含していた。中世前半の遺構は調査区内には存在

しないが、やはり調査区外の山手東北方向に生活の場があつたのだろう。また、Ⅱ区では製鉄関

連遺物が多く、炉本体は消失しており存在しなかったが、付随施設である排津場跡を検出した。

周辺には羽日、椀形滓、流出孔滓等が認められ、再結合滓には僅かに鍛造剥片が確認できた。こ

れらは年代測定から11世紀中～後半の、精錬鍛冶に伴 う遺構 。遺物群と考えられると
7

以上、御崎遺跡を時代を追い概観 し不明な点も多いが、多少の消長はあるものの遺跡周辺での

祖先の生活の様子の一端を垣間見ることができた点は貴重であった。

最後に調査員の力量不足で周辺の方々にご迷惑をかけ、また多くの方に協力していただいたこ

とを、ここにお詫びし、感謝したい。

《註》

※1 ～※3・ ※6をはじめ、陶磁器については西尾克己氏に御荻示いただいた。

※4・ ※5・ ※7をはじめとする製鉄関連遺物については、東山信治氏に御教示いただいた。

《参考文献》

島根県教育委員会 『九景川遺跡 一般県道出雲インター線建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 I』 2008

小林達雄編    『縄文土器大観1～ 4』 1988～ 1989

島根県教育委員会 『板屋Ⅲ遺跡 志津見ダム建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書5』 1998

島根県教育委員会 『家の後 I遺跡 。垣ノ内遺跡 尾原ダム建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 2』 2003

島根県教育委員会 『家ノ脇H遺跡・原田遺跡 1区・前田遺跡 4区 尾原ダム建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 4』 2004

島根県教育委員会 『北原本郷遺跡 1 尾原ダム建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 7』 2005

島根県教育委員会 『原田遺跡(3) 尾原ダム建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 12』 2008

仁多町荻育委員会 『暮地遺跡 尾原ダム建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅲ』2004

奥出雲町教育委員会 『円満寺遺跡 尾原ダム建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅳ』2006

奥出雲町教育委員会 『寺宇根遺跡 尾原ダム建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅵ』2008

大谷晃二     『出雲地域の須恵器の編年と地域色 島根考古学会誌第8集』1994

松山智弘     『小谷式再検討―出雲平野における新資料から―  島根考古学会誌第17集』2000

島根県教育委員会 『下山遺跡 (2)一縄文時代遺構の調査― 志津見ダム建設予定地内理蔵文化財発掘調査報告書12』 2002

松本岩雄     『出雲・隠岐地域 弥生土器の様式と編年 山陽・山陰編 木耳社』1992
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全景写真

御崎遺跡 調査終了時 (真上から)
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表 2 遺構 計 測表 (SB o SI・ SG o SD)

饒 名 膳 潜

SB01  側柱建物

SB02  側柱建物

SB03  側柱建物

SB04  側柱建物

SB05  側柱建物

SB06  側柱建物

S307  側柱建物

ガ 声

務野    士済ω

l間 ×3間  478× 694

1関 ×6間  434× 1332

1間 ×5間  551× 1283

1間 ×1聞   246× 551

1間 ×3間  550× 755

(2問 ×2間) 300× 345

2問 ×4間   412× 811

柱間隔

妻〃ω   7鰍 ν

478   不均等

434   不均等

551    不均等

2 46       _5 51

万 病 ω

34 43

55 42

70 26

13 86

39 38

10 05

32 96

藝 方向    出土遺物  好
"

E-22° 一S   弥生上器

E-23° 一S

E-19° 一S  古式上師器

N-18° 一E

(E-1ば 一S)
古式上師

E-27° 一S  器、陶器、
スラグ

E-33° 一S  古式上師器

E-36° 一S

疹 を

5 50

1 50

2 05

2 34

不均等

不均等

鶏  形 摩  燐 ω

S101 隅丸方形か  531

最大幅 ω

4 98

深 きω

0 26

を 芽

5

汀 病侮9 7効 線孵摩 ω

(232)     (258)

貯 〃   芹 を

4つのPitの 中央
イこ5フつ目

`つ

Pit

出圭遺物

古式上師器

ガ

謗  7形
f密

SG01 不整長円形  745

深 さr22 万 病ω

140以上 386

″ ユ 透 物

弥生土器、土師器、陶磁器

疼 ω

露

6 37

庁 〃 疹 考

掘り方は同一平面
のものでない

脇

SD01

SD02

SD03

SD04

SD05

SD06

SD07

区

I

I

Ⅱ-1

I

I-2

層修

4

4

2

45+

165+

285+

N-46°

N-48°

N-57°

N-27°

N-33°

廊 r27 深さω   ださω
=働

2上潜珍

弥生土器、
古式上師器他

弥生上器、
古式土師器他

弥生土器、
古式上師器他

須忘器他

摩 〃

弥生末～

古墳初

弥生末～

古墳初

病 考

消滅

消滅

弥生末～

古墳初

古墳後期か

二

　

　

一

一
　

　

一

040～ 162 010～ 032

0 70-1 43     0 45

0 50-2 70     0 48

090-120    070

0 47-0 63     0 46

175+

191+
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表3 遺構 計測表 (SK)

遺糀  〆  検塵麗  彩   翔 ω  ttω  深さω    2と 潜物   産芹つ痘療  透房のを〃

SK01  1  1層 下面  円形    086   084   040 古式上師器、陶磁器  埋桶遺構か

備考

縁に粘土張り  集石状態で検出

縁に粘土張り

縁に粘土張り

床面に川石  SX30と 切合う

覆上に川礫を含む

床面縁に川石  SK09と切合う

二段掘状 覆上に角礫、焼石、炭を
含む

二段掘状 炭を多く含む

床面に川石  鉄分の沈着多い

SK02  1 1層 下面 隅丸五角形   110   106   036

SK03  1 1層 下面  不整形    131   100   040

SK06  1  3層   隅丸方形   180   174   0.54   須恵器、磁器

SK07  1  3層   隅丸長方形  197   116   037   古式上師器

SK08  1  3層   不整長方形  140   0.98   027

SK17  1  2層    不整形   179   107   032  弥生土器、陶器

SK18  1  2層   不整長方形  1.66   080   014    縄文土器

SK19 ■ 1  2層   不整形   154   088   0.44

SK20  ■ 1  2層   不整形   254   214   037

埋桶遺特か

埋桶遺構か

SK04  1  1層 下面  円形      (110)     o30  古式上師器、陶器                集石状態で検出 SX12と 切合い

SK05 1娼 下面 不整形  2% ■ω  αЙ 古式
素T喬基
須恵

SK09  1  3層    不整形  110以上  078   016   磁器、スラグ                SKl18と 切合う

SK10  1  3層    不整形   180   140   031                          覆上に小礫を含む

SKll  1   3層   卵形    224   184   014  須恵器、陶磁器                 検出表面に集石

S(12  1  3層    方形か   260  160以 上  042   土師質土器                  川石・山石を含む

SK13  1  3層   不整五角形  067   050   028

SK14  1   2層   不整形   120   068   040   古式上師器                  二段掘状

SK15  1  2層   略長方形   146   092   024  古式上師器、磁器

SK16  1  2層    長円形   164   0,88   015  古式上師器、磁器

SK21  ■■  2層  不整三角形  070   063   024    スラグ                  表面に川石6個

SK22 1-1  2層   不整形   064   043   020    須忘器

SK23  1  2層    楕円形   086   054   025    古式上師

SK24  ■ 2 2～ 3層   不整形  160以上  140   096    縄文土器    埋設土器か   縄文晩期

SK25  Ⅱ詑  2層  不整三角形  088   080   053                           二段掘状

SK26  1 1層 下面 不整三角形   0.84   079   022
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表4 遺構 計測表 (SX)

霧  区  検出面   膨   漏蒻r2PP ttω  深さr22   2孟遷″    道療つ覆揮  遺蒼つ貶〃 席を

覆上に小礫12個含む

粘上、炭、礫を含む

SK04と 切合い 集石状態で検出

土坑縁に厚く粘土混り上

覆上中に川礫

二段堀状

床面に平石

二段堀状

角礫の集石

小礫含む

小礫含む

小篠含む

小礫含む

表面に小礫 覆上に炭を含む

SX01     1 消滅

SX02  1  3層    達磨形   138   090   027 スラグ、古式上師器  小炭焼跡か        炭を多く含む

SX03  1  3層   不整円形   108   090   0_42    土師器

SX04  1  3層    隅丸菱形    140   107   059_   上師器

SX05  1  3層   不整五角形   1,42   064   040   古式上師器

SX06     1

SX09     1

SX10     1

SXll     I

SX12  1 1層 下面   円形     148   126   030

SX13  1  3層    不整形    132   110   050

SX14  1  3層   不整長円形   127   073   052

SX15  1  3層   不整三角形   082   051   032

SX16  1   3層    楕円形    076    060   037

SX17  1  3層   不整三角形   082   068   017

SX18  1  3層    示整形    130   072   055     鉄器

SX19  1   3層    精円形    1 20   092   062

SX20  1  3層    不整形    044   039   0.32

SX21  1  3層   不整方形    062   051   031

SX22  1  3層    不整形    076   046   0.28

SX23  1   3層    長円形    094    058   0,36

SX24  1  3層    不整形    106   067   0.26

SX25  1  3層    不整形    064   060   0.20

SX26  1  3層    卵形     104   0.86   047     鉄器

SX27  1  3層    不整形    082   034   021

SX28  1  3層    不整 円形    063   039   020

SX29  1   3層    楕円形    059    036   018

消滅

SX07  1  3層    不整形   162   090   037  古式上師器、陶器                二つの上坑の切合いか

SX08  1  3層    不整形   056   030   013

消滅

消滅

消滅
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選構翡 〆 舞島万  =豆″  養脅ω  姫蒻p 藤さ―ω   2上慧物   渡藩分議毎  着療つ馬夕       爾を

SX30  1  ,層   ・不整形      C06)     030                          二段塀状 SB02のPit

SX31  1  制唇   補獨形   088   0黎    0.38 ス.ラグ、古式土師器               粘上、炭を含む SB02の Pit

SX32  1  堀    瓢察形   O.“    0.31   d26

SX38  1  t層    精円形   0.6S   a tt   dB,

SX34  1                          ´

SX35    1

試

“

  1  3層    瓢箪形   (210)  1.'0   0.31

GX37  1

SX38  1  2層   落花生形   0 70   0 21i   O?

SX39  1  2層    不華形   0.08   ●62   0_14

SX40  1  2層   不整構瞬形  0.84   042   042   土師器細片

SX41  1   2層    不整形   080   ,,4   α30

SX42  1  "議    不整形   l18   051   02o

Sx43  1  "雷   落花生形   α52   028   0,14

SX44  1  2層    不整形   064   042   0.25

SX45     1

SX46  1  例露   'F形    654   0.3s  ●25   ネラダ

SX47  1  2層    長口形   
“

F2   0129   0,25

SX4d  1  2層    長円形   ●70   α34   ●21

SX49  :  2層  不整落花生形  1.10   0.30   030

SX50  1

SX51  1  2層   落宅生形   010   α
“

   035

SXSム

SX55  1  2層    不整形   0.5`   |.361   018    不明細片

SX50

SX57 ■
'  2層
   長方形   1,12   0.8q   

“

46     釘

SX酪  工=2 2層   解丸三角形  0.70   062   052    縄文上器

SX59 ■セ  2層1  不整構円形
―  α84   0.40   α44

消減

隷

消滅

消滅

傲

消滅

墓

消滅

炭考多く含む

平石を含む

表面に騨 個

二段録状

二段堀状

平石含む

僅かtこ尿を含む

灰白粉末

S101のPit

覆土中に平石

SX52 ■■  2層   不整形   11'   053.   0.32   古式上師器                 角礫を含む

SX5争  Ⅱ
「
1  2層    灘決   5,40   140   028    スラグ
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第 5表 御崎遺跡遺物観察表

Fメθ 琴 ラ 出圭地点 働 / 雰雇 ″奮微ノ 務 身 紡 ノ 癖 紡ノ 澄房 胎 士 膨 痴 考

5 t I区 1層 弥 生 高不 ? 朴 1にぶい橙
やや密 (llmゥ

下の砂粒少量

含む )

良 猛町式の影響

5 2 I区 1層 土師器 甑把手 4:明 黄褐
密 (a劇立のワ
l‐含む)

良 助斑有 り

5 3 I区 1層 陶磁器 皿 46
牛:釉、灰オ
リーブ

密 良 17世紀までの唐津

5 4 こ区1層 的磁器 皿 牛 :緑灰 密 良 大朝 (季期)朝鮮

5 5 I区 1層 陶磁器 碗
牛 :文様はコバ
ツト色に発色

密 良 九州か ら

5 6 I区 1層 陶磁器 蓋 25
牛 :文様 はコノ

レト色 に発色
密 良 九州から

5 7 I区 1層
陶磁器

(備前焼 )
摺 り鉢 Ⅲ:明赤褐

密 (lII a以下の

砂粒僅かに含

む)
良

備前

室町前～中期

5 8 I区 1層 陶磁器 青花碗 11 6
外 :文様はやや
くすんだコバル

ト色に発色

密 良

7 I Dこ SK01 土師器 甕 143 ■:橙
やや粗 (4mm大
の砂粒含む)

良

7 2 I ttζ SK01 陶磁器 碗or壺型 50

4:鈍い赤褐
と、布釉部分極 密 良 也元産

7 3 I ttSK01 陶磁器 香炉 ? 外 :暗赤褐 良 也元産

7 I Dζ SKOr。 陶磁器 皿 57 染付はコバル ト 密 良 也元産

5 I ttSK05 陶磁器 悟鉢
外 :文様 はヨバ

ル ト色 に発色
窪 良 工戸以降の大衆品

7 6 I 鬱〔SK05 陶磁器 碗
外 〔緑釉、緑

灰、にぶい赤褐
密 良

名士
心
Ｃ

布

１９ ぼてぼて茶航

11 1 I ttζ SK15 陶磁器 皿 102 28 外 :自釉、灰 自 密 艮 コ磁

2 I ttSK18 縄文 深鉢
外 :にぶい黄
橙、にぶい褐

密 (lmm以下¢

7j/1‐ IEかに合
む)

良 変期中葉か

11 3 I 鬱⊆SK17 弥 生 注 目土器 外 :黒褐
必 (lmI程 の砂

粒含む )
良

1 I区 2層 縄文 深鉢 外 :にぶい黄橙
生 (2BI大 の名

英を含む)
良 外 :爪形文

2 I区 2層 縄 文
注 目土器 or

壷形土器
外 :に ぶい橙

やや粗 (2ma大
の砂粒を含
む)

良 外 :磨消縄文

15 3 I区 2層 縄文 深 鉢 外 :暗褐
粗 (3a m大のこ

粒を含む )
良 外 :刻 み,沈線

15 4 I区 2層 縄 文
注目土器or

壷形土器
外 :橙

やや密 (21m大
の砂粒を含
む)

良 外 :疑似縄文

5 I区 2回 縄 文 鉢 330 外 :にぶい黄
笹、にぶい黒褐

結 (lma以 下¢

砂粒僅かに含

む)
良 外 :巻貝による刺突文

15 6 I区 2層 弥生 士璽 外 :橙
粗 (2剛大のp
粒多く含む)

不良 外 :沈線文 (3本 )

7 I区 2層 弥 生 一霊 外 :明 赤褐
密 (laa以下¢

砂粒含む)
良 外 :凹線文

8 I区 2層 弥 生 士璽 11 3 朴 〔橙
密 (211m大のフ
粒含む) 良 日縁・頚部凹繰文

t5 9 I区 2層 弥 生 壷 41にぶい赤
密 (lmm以下¢

砂粒少量含
む)

良

10 I区 2層 弥 生 一霊 130 外 :にぶい黄橙
密 (5mI以 下の

砂粒多く含
む)

良

t5 11 I区 2層 古式上師器 壺 牛 :褐灰
粗 (3ma～ 5剛

位の砂粒含

む)
不 良

12 I区 2層 古式上師器 甕 246 小 :黒褐
密 (lII m位の砂
粒含む)

良

13 I区 2層 古式土師器 一霊 小 :黄橙
粗 (3a m～5mI
の砂粒含む)

不 良
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I区2層 古式土師器 翌 22 0 外 :明 赤褐
やや粗 (1剛彦
下の砂粒若〒
含む)

良

I区 2層 古式土師器 甕 23 2 外 !橙
密 (ワam以下互

砂粒多く含

む)
良

I区 2層 古式土師器 甕 27 4 外 :に ぶい橙
密 (21劇笠の,
粒多く含む)

良

17 I区 2層 古式土師器 電 130 外 :暗褐
密 (31劇笠の翌

粒含む )
良

I区 2層 弥 生 整 外 :淡黄
密 (2011以 下¢

砂粒多く含
む)

良

I区 2層 古式土師器 器台or壷 118 外 :橙
やや粗 (55Ш
大の砂粒含
む)

良

I区 2層
弥生 or

古式土師器
甕か 70 外 :にぶい橙

粗 (3剛～5 BD

位の砂粒含
む)

良

21 I区2層
弥生or

古式上師器
甕 か 外 :にぶい橙

粗 (311m～ 4mm

位の砂粒多く
含む)

良

I区 2層
弥生or

古式土師器
甕か 外 :明 黄褐

粗 (4 am大のつ

粒含む )
良

I区 2層
弥生or

古式上師器
整か 92 小 :明赤褐

密 (211 Bt～ 3剛

位の砂粒含
む)

良

I区 2層 土師器 寵 外 :赤橙
粗 (2Ш～8u al

位の砂粒多く

含む)
良

16 I区 2層 須恵器 LTN蓋 12 3 小 :暗青灰
密 (2剛以下の

砂粒含む)
良

I区2層 須恵器 杯身 外 :灰
密 (lE m以下
砂粒含む)

良

I区2層 須恵器 イ 身 124 十 :暗青灰
密 (砂粒ほと

んど含まず )
良

I区2層 須恵器 高杯 小 :青灰
密 (lI I以 下の

砂粒少量含
む)

良 】方透か し

I区 2層 須恵器 高杯 小 :暗青灰
密 (1硼以下の

砂粒含む)
良

対角線2方向に切 り込

み 透かしあり

I区 2層 陶磁器 皿
ぶに
禍
ヽ
赤

釉

ヽ
褐

密 艮 き津

31 I区 2層 ∽磁器 碗 小:橙 良 き津

I区 2層 陶磁器 続 13 6
牛 :緑釉、緑
疋、灰黄

密 良 市志名 ?

I区2層 陶磁器 dl 109 23 45
牛 :緑釉、緑
疋、暗灰黄

密 良 信志名

I区 2層 陶磁器 皿 76 卜 :暗青灰 密 良 ζ伊万里

I区 2層 陶磁器 IIL 100 37 38 リーブ、にぶい 密 良 曹津

I区 2層 陶磁器 皿 45 外 :白 釉、橙 密 良
唐津 内外面 :白色
和、黒焼け部分あり

I区 2層 陶磁器 碗 3 1
外 :文様はコバ

ル ト色に発色
密 良

I区 2層 古銭 寛永通宝
て

４

た

２
横
激 '享

さ

0 1

I ttSX07 弥 生 甕 140 外 :浅黄橙
4(31皿大の7
粒含む)

良

2 I ttSX07 土師器 高獅 外 :浅黄橙
阻 (24u大の2
粒含む )

罠

1 I ttSB05 陶磁器 皿 138 外 :灰白
密 (lmII以下の

砂粒含む)
良

唐津
17c半まで

2 I ttSB05 土師器 甕 17 7 外 :橙
やや密 (34m大
の秒粒含む)

良

3 I ttSB05 陶磁器 皿 232 小 :釉、灰黄
密 (ll m以 下の

砂粒含む )
良

唐津
17c半まで

4 I ttSB05 陶磁器 皿 132 44
外 :釉、灰オ
リーブ

密 (la gt以 下の

砂粒含む)
良 苛台底にうすい墨書
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5 I ttSB05 土冑而器 弩 外 :にぶい橙
やや密 (14a
以下の砂粒含
む)

良

I ttSB01 弥生 ? 浅鉢 外 :灰
粗 (21e大の砂
粒含む)

良

7 【 匠豆SB01 柱 根

たて

41 0

槙

８ '早

ё

20 0

1 I区 3層 弥 生 甕 212 外 :褐灰、浅黄
橙

密 (1剛 以下互

砂粒含む )
不 良

2 I区 3層 弥 生 甕 172 外 :にボい黄橙
密 (2m位の七
粒含む)

良

3 I区 3層 弥 生 高杯 162 外 :階赤IB
密 (1剛以下α

砂粒含む )
良

4 I区 3層 弥 生 鉢 外 :赤
密 (4劇笠の星
粒含む )

良

5 I区 3層 弥 生 甕 219 外 :褐灰、にぶ
い黄褐

密 (ld m以 下互

砂粒多く合
む)

良

6 I区 3層 弥生 甕 160 外 :にぶい黄橙
粗 (4耐笠の花
粒含む)

良

7 I区 3層 弥 生 甕 23 1
外 1にぶい橙、
にぶい赤褐

租 (3側～4m
位の砂粒含
む)

不良

I区 3層 弥 生 甕 朴 :にぶい黄褐
粗 (2剛前後互

砂粒多く合
む)

良

I区 3層 弥 生 甕 172 外 :にがい黄褐
必 (1劇笠の記
粒含む)

良

I区 3層 弥 生 甕 232 小 :にぶい黄橙
密 (3d m以 下互

砂粒多く含
む)

良

11 I区 3層 弥 生 甕 170 牛 :橙
密 (3ma～ 4団

位の砂粒有

り)

良

12 I区 3層 弥 生 底部
牛 !淡赤褐、に
ぶい橙

密 (lmm以下

砂粒含む )
良

13 I区 3層 弥 生 一霊 116 朴 :灰黄褐
粗 (2剛位の471

粒含む )
良

I区 3層 土師質土器 不明 ホ:橙
/E(21m～ 31m
の砂粒多く含
む)

不 良

15 1区 3層 弥 生 甕 Ⅲ :浅黄橙
密 (latd前 後の

砂粒含む )
良

I区 3層 弥 生 甕 牛 :にぶい黄橙
密 (0 5mB位 の

砂粒含む)
良 牛面 :朱塗痕あり

17 I区 3層 弥 生 甕 十 :褐
密 (lm位の砂
粒含む)

良

18 I区 3層 弥 生 甕 ■ :浅黄橙
密 (31劇笠の砂
粒含む)

良

31 19 I区3層 弥 生 甕 184 牛 :にぶい黄橙
密 (2Ш位の砂
粒含む)

良

I区3層 弥 生 弩 182 朴 :浅貢橙
粗 (1剛位の砂

粒含む )
不 長

I区3層 弥 生 甕 172 外 :黒、にぶし

黄橙

密 (ll m以 下の

粒砂含む)
良

I区3層 弥 生 小型壺 外 :にぶい橙
密 (1剛以下霊

粒砂含む)
良

I区3層 弥 生 甕 198 外 !橙
密 (loII前 後C
粒砂含む )

良

I区3層 弥 生 甕 213 外 :浅黄橙
密 (21m大の秘
粒含む)

良

I区3層 弥 生 甕 外 :淡黄橙
やや密 (14mメ
下の砂粒多く

含む)
良

I区 3層 弥生 高rTN 牛 :橙
生 (2剛大の穆
粒含む)

良

I区 3層 弥 生 高杯 外 :にぶい橙
粗 (3劇立のフ
粒多く含む)

良

I区3層 弥 生 底 部 48 牛 :橙
毎 (1劇立の砂
粒含む )

良
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I区 3層 弥 生 底 部 48 ■:橙
密 (lo m位の互

粒含む )
良

I区 3層 弥 生 底部 牛 :橙
密 (O枷 メ可
の砂粒含む )

良

31 31 I区 3層 弥 生 底 部 木:浅黄橙
密 (lm位の屁
粒含む)

良

I区 3層 弥 生 甕 小:灰 黄褐
密 (lI II位の秘

粒含む)
艮

I区3層 古式上師器 器 台 199 本:にぶい☆桂
密 (lmt～ 2剛
の砂粒多く含
む)

良

【区3層 須恵器 郵身 116 小 :暗青灰
密 (lmm～ 2wa
の砂粒多く含
む)

良

I区 3層 須恵器 高杯 小 i青灰
笹 (lmatメ下の

砂粒含む )
良

I区 3層 須恵器 外 :灰
密 (2a m以下の

秒粒含む)
良

I区 3層 須恵器 壺 71 木 :青灰
密 (411m以下の

砂粒含む)

内外面の一部

うすく自然和かがる

I区 3層 土師器 低脚イ 83 3 1 外 :浅黄橙
■ (2剛大の砂

粒含む )
良

I区 3層 土師器 低脚 tTN 外 :浅黄橙
粗 (2ua大 の砂

粒含む )
R

I区3層 上師器 甑把 手 4:黄橙 粗 (2剛～4剛
の砂粒含む)

普 通

l区 3層 土師器 甑把手 外 :黄橙
やや粗 (2剛位
の砂粒含む)

良

I区 3層 土師器 甑把手 米 :明 黄褐
やや粗 (2wa位
の砂粒多く含
む)

良

I区 3層 土師器 甑把手 外 :に ぶい橙
粗 (3剛～4剛

の砂粒含む )
良

と区3層 土師器 甑 IB手 外 :に ぶい橙
密 (2Ш位の砂

粒含む )
良

I区 3層 土師器 甑把手 外 :に ぶい黄橙
密 (2mmINの 砂

粒含む )
良

I区 3旧 土H�器 甑把手 外 :にぶい橙
粗 (2d al～ 3ata

位の砂粒多く

含む)
良

I区3層 土師器 甑把 手 外 :赤橙
密 (3嗣立の砂
粒含む )

良

I区 3層 土師器 甑犯手 外 :橙
密 (2嗣立の砂
粒含む)

良

I区土器群 ] 土師器 甑 105 外 :にぶい黄橙
密 (5mu以 下の

白色砂粒多く

含む)
良

I区 3屑 Ell 15 3 外 :にがい黄橙 密 良

I区3層 陶磁器 IIL?

外 :ラ イン、

褐、緑和、灰オ 密 良 18世紀肥前系

I区 3層 陶磁器 信鉢 外 :灰赤
密 (latm以下の

砂粒僅かに含
む)

良 蒲前中世

I区 3層 陶磁器 青花碗
外 :文様はコバ

ル ト色に発色
密 良

18世紀肥前系

九州から

〔区3尼 陶磁器 碗
外 :緑釉、
リーブ黄、

オ

白

灰

灰
密 良

青磁 同安窯

鎌倉時代初期

I区3層 装飾品 耳環
長 さ

195
巾
翔
06X05の 重さ

3g 罰

I区3層 石器 石 鏃
長 さ
8 55

巾
15

厚さ

0 25

重

２
石材 :安山岩

57 I区3層 石器 剥片
長さ

1 65

巾

お

厚

０

重さ

2g
石鏃制作中途の未成品

か ?

I区 3層 古銭 決武通宝
たて

2 15
横
2 20

厚

０

I 優こSG01
弥生

古式土師
甕 外 :橙～灰 白

やや密 (15Ш
以下の砂粒僅
かに含む)

良
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2 I ttSG01 土師器 甑把手 十 :浅黄橙
やや粗 (lmu大
の砂粒含む)

良

37 3 I 優豆SG01 陶磁器 青花碗 57
ト :文様はコバ

ト色に発色

密 (1剛 以下の

砂粒僅かに含

む)
良

中国
16c前半

I 覆蛋SG01 土師器 香炉or火鉢 50
卜:に ぶい黄

登、にぶい黒褐

密 (188t以 下の

砂粒僅かに含

む )

R

5 I ttSG01 陶磁器 香炉 116 55 64
米 :緑釉、灰オ

リーブ、灰白

密 (1噸以下の

砂粒僅かに含

む)
良 哉国時代

1 I ttSD01 縄 文 底 部 53 本:明 黄褐
やや粗 (3B m大
の砂粒含む)

良

2 I ttSD01 弥 生 高不 Ⅲ :にぶい黄橙
密 (311m以 下の

砂粒若干含

む )

罠

3 I ttSD01 弥 生 甕 176 Ⅲ:にぶい橙
やや密 (3a m以
下の砂粒含
む)

良

4 I ttSD01 土師器 甕 220 小:に ぶい黄橙

やや粗 (lo m以

下の砂粒若干

含む )

良
平行沈線文

連続指突文

5 【区SDOl 弥 生 甕 卜 :にぶい黄燈
やや密 (lII m以
下の砂粒多く
含む)

長 貝殻平行沈線文

6 I 彦重SD01
弥生～古式上

師器
甕 ■:にぶい橙

密 (ln alメ 下の

砂粒含む)
良

7 I区SD01 弥生～古式土

師器
甕 ヽ:1こぶ▼ヽ褐 密 (ll m以 下の

砂粒含む )
罠

8 I ttSD01
弥生～古式土

師器
弩 254 +:淡橙 やや密 (18m大

の砂粒含む)
良

9 I ttSD01
弥生～古式上

師器
甕 24 0 小 :にぶい黄橙

密 (ll m以 下の

砂粒含む)
良

10 I ttSD01
弥生～古式土

師器
甕 24 9 ヽ:橙

密 (23m以 下の

砂粒含む )
良

11 I ttSD01
弥生～古式上

師器
甕 161 卜 :浅黄橙

密 (軸メ下の
砂粒含む)

良

12 I ttSD01
弥生～古式土

師器
変 19 1 Ⅲ :浅黄橙

やや密 (1剛程
度の砂粒含
む)

良

13 I 優こSD01
弥生～古式上

師器
歪 252 牛 :浅黄橙

密 (lo lt以 下の

砂粒含む )
良

14 I 鬱こSD01
弥生～古式土

師器
甕 18 6 小 :オ リープ黒

密 (13u大の砂
粒含む)

良

I ttSD01
弥生～古式土

師器
甕 124 牛 :浅黄橙

密 (1剛以下の

砂粒含む )
良

I ttSD01
弥生～古式上

師器
甕 卜 :浅黄橙

やや粗 (lm以
上の砂粒含
む)

良

17 I ttSD01
弥生～古式土

師器
甕 158 卜 :淡橙

やや密 (lo B以
下の砂粒含
む)

良

I 彦豆SDO】
弥生～古式上

師器
甕 166 卜 :浅黄橙

やや密 (l tlmッ

下の砂粒含
む)

艮

I ttSDOユ
弥生～古式上

師器
甕 卜:にぶい黄橙

密 (lom前後¢

砂粒含む)
良

I ttSD01
弥生～古式上

師器
甕 16 6 十 :浅黄橙

密 (lm大のワ
粒含む )

良

I 睦⊆SD01
弥生～古式土

師器
甕 167 卜 :浅黄怪

やや密 (288球
の砂粒含む)

良

I ttSD01
弥生～古式上

師器
甕 180 卜 :浅黄橙

密 (411m以下¢

砂粒含む)
良

I ttSD01
弥生～古式上

師器
甕 卜 :浅黄橙

密 (48m以 下の

砂粒含む)
良

I ttSD01
弥生～古式土

師器
蓬 166 卜:灰黄褐

やや粗 (la mッ
下の●/粒若干

含む)
良

51 I ttSD01
弥生～古式上

師器
甕 180 外 :にぶい黄橙

やや粗 (lII m〃
下の砂粒若干
含む)

良

51 I 彦豆SD01
弥生～古式上

師器
盗 15 6 外 :黒褐

やや粗 (3mmツ
下の秒粒多く
含む)

良

I ttSD01
弥生～古式上

師器
甕 17 8 外 :にぶい橙

やや粗 (3mm〃
下の砂粒若干
含む)

良
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I匠⊆SD01
休生～古式上

師器
弩 外 :にぶい褐

やや粗 (3Шウ
下の砂粒多く

含む)
良

I ttSD01
弥生～古式土

師器
甕 外 i橙

やや粗 G剛ウ
下の砂粒多く

含む)
良

I 彦こSD01
弥生～古式土

師器
弩 220 外 :浅黄橙

やや絶 (6HIIl大
の砂粒含む) 良

I ttESD01
弥生～古式土

師器
壷 外 :にぶい橙

密 (31t IIl以 下互

砂粒含む )
良

I ttSD01
弥生～古式上

師器
壷 220 外 :橙

密 (lm以下互

砂粒含む)
良

I ttSDO」
弥生～古式土

師器
一霊 200 外 :橙

やや密 (ll mゥ
下の砂粒含
む)

良

I ttSD01
弥生～古式上

師器
士電

外 :にぶい黄
掲、にぶい赤褐

密 (1 5mm以 下

の砂粒僅かに

含む )

良

I優豆SD01
弥生～古式上

師器
豆 外 :橙

やや粗 Q dm)

の砂粒含む )
良

I 匪豆SDOI
弥生～古式上

師器
鼓形器台 20 2 外 :にぶい黄橙

やや粗 (3 am以
下の砂粒多く
含む)

良

37 I ttSDOl
弥生～古式上

師器
鼓形器台 214 外 :に ぶい黄橙

やや粗 (31mウ
下の砂粒多く

含む)
良

I 優こSDOJ
弥生～古式土

師器
鼓形器台 外 :浅黄橙

やや粗 (2mI大
の砂粒含む)

艮

I ttSDOJ
弥生～古式土

師器
器 台 外 :橙

やや粗 (31Bm大
の砂粒含む)

良

I ttSDOJ
弥生～古式上

師器
器 台 ホ :にぶい黄橙

やや密 (lШ者
度の砂粒含
む)

良

41 I 区豆SD01
弥生～古式土

師器
器台 4:橙 やや密 (2mIIl大

の砂粒含む)
良

I ttSD01
弥生～古式上

師器
高イ (脚 ) 外 :にぶい黄橙

やや粗 (amメ
下の砂粒若干

合む )

良

I ttSD01
弥生～古式土

師器
高杯 243 牛 :浅黄橙

やや路 (ワ剛大

の砂粒含む)
艮

I ttSD01
弥生～古式土

師器
高郭 145 朴 :にぶい黄橙

密 (411以 下¢

砂粒含む)
良

I 匠こSD01
弥生～古式土

師器
高不 ? 180 牛 i黄橙

やや種 (2u m大
の砂粒含む)

良

I ttζ SD01
弥生～古式上

師器
一電 牛 :にぶい黄橙

金雲母 とll mゥ

下の砂粒含む
良

I ttSD01
弥生～古式上

師器
高イ 牛 :にぶい黄橙

密 (la」 4以下¢

砂粒含む)
良

I 彦こSD01
弥生～古式土

師器
低脚不 牛 :に ぶい橙

密 (lIBm以下¢

砂粒含む )
良

I ttSD01
弥生～古式上

師器
壺 *;に ぶい橙

やや粗 (4Ш以
下の砂粒若干
含む)

良

I ttSD01 陶磁器 碗 156 牛 :灰 自 密 良
自磁碗 中国

平安末

I優豆SD01 陶磁器 悟鉢 ?
木 :文様はコパ
レト色に発色

宮 良
地元産

19c

I ttSD01 陶磁器 碗

/r:地 TIHの上に
くすんだコバル 芝 良 九州か ら

I ttSD01 陶磁器 碗 76

小 :レモンの様
F文様コバル ト
とに発色

良 九州から

I ttζ SD01 陶磁器 碗 105 外 :緑釉、緑
灰、灰黄

密 良
名志

ｃ

布

Ｄ

ばてばて茶碗

I ttSD01 陶磁器 碗
外 :灰自、染付
コ/ベル ト

良
広東碗
19c前半

I ttSD01 陶磁器 現代 もの 8 1
外

祐
何かの実を

密 良 現代

57 I ttSD01 陶磁器 染碗醗
ω

外 :文様はやや
暗色のコバル ト

色に発色

密 良 18cの 所産

I ttSD01 ∽磁器 碗
外 :文様はコバ

ル ト色に発色
密 良 九州か ら
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I ttSD01 石怒 磨製石斧
長

■
巾
釘

厚 さ
31

重 さ

183g
石 i砂岩
上半基部欠損

I ttSD01 石器 石錘
長

９
巾
弱

さ

５

厚

ェ

重 さ

141g
石材 :砂岩
3方欠きか

61 I しこSD01 装飾品 耳秦
長

ｉ
巾
出

'旱

さ

04× 03の
重

１

銅

全面が うつす ら錆化

I I ttSD02 弥 生 甕 外 :黄橙
やや粗 (2Ш大
の砂粒合む)

良 南後の影響か

2 I ttSD02 弥 生 甕 172 外 :にぶい黄橙
やや密 (18m窄
の砂粒含む)

良

3 [張こSD02 弥 生 甕 外 :にぶい橙
やや密 (lII mTi
の砂粒含む)

良

4 I ttSD02 弥 生 甕 147 外 :にぶい橙
密 (ld」 n以下
砂粒含む)

良

5 I 彦豆SD02 弥 生 甕 外 :にぶい黄褐
やや密 (211 mTI
の砂粒含む) 良

6 I ttSD02 土師器 甕 182 外 :橙
やや粗 (lШを
度の砂粒含
む)

良

7 I ttSD02 土師器 甕 251 外 :橙
やや粗 (3血著
の砂粒含む)

良

8 [区 SD02 土師器 士霊 139 外 :浅黄橙
やや粗 (4硼大
の砂粒含む) 艮

9 I ttSD02 土師器 不 133 外 :橙
やや密 (2Ш藉
の砂粒含む)

良 勺面に暗文風ミがキ

I EXrSD02 土師器 低脚イ 外 :橙
やや粗 (a剛名

の砂粒含む)
良

11 I 辰豆SD02 土師器 底部 80 外 :橙
やや粗 (4om大
の砂粒含む)

良

12 I 優こSD02 須恵器 杯身 134 39 外 :青灰
密 (ll m以 下互

砂粒少塁含
む)

良

13 I優こSD02 須恵器 不身 108 外 :灰
密 (18m以下¢

砂粒含む )
良

14 I ttSD02 須恵器 イ身 外 :灰 自
密 (la gt以 下¢

砂粒含む)
良

15 I ttζ SD02 須恵器 イ蓋 外 :灰 白
密 (lmlt以下¢

砂粒含む )

16 I優壁SD02 須恵器 高年 150 92 103 小 :灰 自
密 (lm以下の
砂粒含む)

良

17 I ttSD02 須恵器 イ身? 15 1 外 :灰白
督 (lMII以 下¢

砂粒含む)
良

I DttSD02 須恵器 甕 140 ホ :青灰
4(31t at以 下の

砂粒含む)
良

I ttSD02 石器 剥片

さ

５５

長

３

巾

２ ４

厚 さ
0 45

重

６

必 (3 am以 下の

砂粒含む)
石材 :黒曜石

1 I ttSD06 縄文 浅鉢 牛 :にぶい黄橙
生 (2凹以下の

砂粒を含む)
良

2 I ttSD06 縄文 浅鉢 62 牛 :にぶい黄橙
やや粗 (3側以
下の砂粒若千
含む)

良

3 I優霊SD06 土師器 養 172 牛 :にぶい赤褐
と (4Ш以下の

砂粒含む)
良

4 I匠豆SD06 弥 生 甕 143 小:明 赤褐
やや粗 (3m以
下の砂粒者干

含む )

良

5 I ttSD06 弥 生 と亜 12 8 小 :橙
密 (ll m以 下の

砂粒多く含
む)

良

6 I優こSD06 弥 生 甕 外 :にぶい黄橙

やや粗 (llm以
下の砂粒少量

含む)
良

I辰豆SD06 弥生 甕 115 外 :浅黄橙
やや粗 (lШリ
下の砂粒少量
含む)

良

8 I 優こSD06 弥 生 甕 22 0 外 :橙
やや密 (llm
以下の砂粒含
む)

良

9 I ttSD06 土師器 イ 150 62 外 :に ぶい黄橙
密 (ワIm以 下互

砂粒含む )
艮
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I ttSD06 石器 鏃
長

１

巾
16(現存 )

厚 さ

0 36
重 さ

10g
石材 :安 山岩

折損 している

I ttSD06 石 器 剥 片
長

２
巾
聰

さ

２５

厚

０

重さ

0 1lg
石材 :安 山岩

I ttSD06 石 器 剥片
長

２

巾

‐ ２

厚 さ

0 22
重 さ
10g 石材 :安 山岩

I ttSD06 石器 石 錘
径

１

長

７

径

７

短

５

厚

生

重

３３
石材 :凝灰岩系

I ttSD06 石 器 石 鍾
径

５

長

９

径

５

短

６

厚さ

2 1
釜
‐６７ｇ

括部3方 とも4方 とも考

I ttSD06 石 器 石 錘
径

３

長

６

径

６

短

５

厚

＆

重 さ

118g
石材 :流紋岩

I ttSD06 石 器 石 鍾
径

６

長

８

径

２

短

５

厚

雰
撃
‐７３ｇ

石材 :砂岩

57 1 I区ハイカ層 縄文 深鉢 265 外 :黒
粗 (8n dt大 の靱
粒含む)

2 I区ハイカ層 須恵器 高台イ 76 外 :青灰
密 (砂粒ほと
んど含まな
い)

良

3 JI土中 弥 生 鼓形器台 外 :にぶい褐
密 (21111大 の靱

粒含む )
艮

4 俳土中 土師器
不郭

部

一局 238 外 :橙

帥［
良

5 排土中 陶磁器 碗 ? 110 外 :灰色、
1音青灰

染付
密 良

6 排土中 陶磁器 碗 ホ:釉、灰白 密 良 白磁

7 排土中 陶磁器 皿 67 外 :灰 白 良 摂戸

8 排 土中 石器
磨斧の柄

頭が敲石

長

ａ
中
襲

厚

争 誰
２４２ｇ

山石砂

損欠

材

半

石

下

1 Ⅱ区-l SK21 製鉄関連 碗型鍛治滓

2 Ⅱ区-l SK21 製鉄関連 碗型鍛冶滓

1 工区 -2 SK24 縄 文 鉢 牛 :淡黄褐―褐
やや密 (lam
以下の砂粒含
む)

良
』線文系土器

資期後薬

73 2 Ⅱ区-2 SK24 縄文 甕 牛 :暗褐
粗 (lmIIl大 の砂
粒含む)

良

3 巨区-2 SK24 縄 文 粗製深鉢 小 :にぶい橙
粗 (2m以下の
砂粒多く含
む)

良

4 Ⅱ区-2 SK24 縄文 浅鉢 ? 本 :にぶい黄橙
粗 (lom以下の

砂粒少量含
む)

良
沈線文

擬縄文

5 Ⅱ区-2 SK24 縄 文 l■製深鉢 小 :灰黄褐
粗 (21m以下の

砂粒若干含
む)

良
貝殻条痕

沈線文、刻み日文

6 E区 2 SK24 縄 文 浅鉢 74 牛 :橙
粗 (3m大の砂
粒含む )

良

Ⅱ区-2 SK24 縄 文 皿 52 ■ :灰黄褐
粗 (lШ大の花
粒含む)

良

8 Ⅱ区-2 SK24 縄文 粗製深鉢 十 :にぶ ヤヽ褐 密 良

9 Ⅱ区-2S(24 縄 文 精製浅鉢 卜 :にぶい黄褐 密 良

74 1 Ⅱ区-2 SD07 古式上師 甕 173 ■ :灰褐
やや粗 (13mり
下の砂粒少量
含む)

良

2 E区-2 SD07 土師器 小 鉢 十 :浅貢橙
やや粗 (3Ш メ

の砂粒含む )
良

3 Ⅱ区 2 SD07 須恵器 高年 90 外 :灰 密 良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 製鉄関連遺物
羽 日

(板屋 型 )

法量

1 620g

2 旺―Ⅱ区 3層 製鉄関連遺物 宛型鍛冶津
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3 [― Ⅱ区 3層 製 鉄関連遺物 宛型鍛治滓

4 Ⅱ―Ⅱ区 3層 製鉄関連遺物 宛型鍛冶滓

5 Ⅱ―Ⅱ区 3層 製鉄関連造物 宛型鍛治滓 戸壁付

77 6 Ⅱ―Ⅱ区 3層 製鉄関連遺物 戸壁付

77 7 Ⅱ一Ⅱ区 3層 製鉄関連遺物
流出孔滓or

漉津

77 8 Ⅱ―Ⅱ区 3層 製鉄関連遺物
流出孔滓or

溝滓

9 Ⅱ―Ⅱ区 8層 製鉄関連遺物
流出孔滓or

溝滓

■―Ⅱ区 3層 製鉄関連遺物
流出孔滓or

溝津

77 11 こ―Ⅱ区 3層 製鉄関連遺物 善滓 ?皿状 下面出土

77 Ⅱ―Ⅱ区 3層 製鉄関連遺物 宙滓 ?皿状 下面出土

77 Ⅱ―Ⅱ区 3層 製鉄関連遺物 椀型鍛冶滓 炉壁付

14 Ⅱ―Ⅱ区 3層 製鉄関連遺物 薦滓 ?

77 15 Ⅱ一Ⅱ区 3層 製鉄関連遺物 溝滓 ?

77 16 Ⅱ―Ⅱ区 3層 製鉄関連遺物 寺滓 ?

31 Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄文 鉢 外 :にぶい黄橙
粗 (IIIu8程度互

砂粒を含む)
良 押型文土器

2 Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄 文 粗製深鉢 外 :灰黄褐
粗 (3d■以下の

砂粒 を着干含

む)
艮

3 Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄 文 粗製深鉢 外 :灰黄褐
粗 (ld m雰下の

砂粒を多く含
む)

良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄 文 粗製深鉢 外 :にポい黄橙
粗 (2硼以下
の砂粒を多く

含む )

良

5 Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄 文 粗製深鉢 外 :灰黄褐
粗 (2 1ta以下
の砂粒を含
む)

良

81 Ⅱ―■区 3層 縄文 IE製深鉢 ? 外 :黒褐
lfl(1剛以下の

砂粒を多く含
む)

良

7 Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄 文 粗製深鉢 牛 :灰黄褐
粗 (2am以下
の砂粒若干含

む)
良

8 Ⅱ―■区 3層 縄文 粗製深鉢 牛 :にぶい黄橙
粗 (311以下
の砂粒若干含
む)

良

9 Ⅱ―Ⅱ区 3屑 縄 文 粗製深鉢 小 :暗黄褐
粗 (2Ш以下
の砂粒若千含
む)

良

10 Ⅱ―■区 3層 縄 文 粗製深鉢
本 :にぶい黄
藍、褐灰

粗 (3m以下
の砂粒若干含
む)

良

11 Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄 文 粗製深鉢 小 :灰黄褐
粗 (l mm以 下
の砂粒若干含
む)

良

12 Ⅱ―■区 3層 縄 文 粗製深鉢 牛 :にぶい黄橙
粗 (411E以 下
の砂粒を多く

含む)
農

13 Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄文 粗製深鉢 卜 :にぶい黄橙
粗 (2 anメ 下

の砂粒を多く

含む )

良

81 Ⅱ―■区 3層 縄文 祖製深鉢 牛 :にぶい橙
粗 (3 oII以 下
の砂粒を多く

含む)
良

15 Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄文 粗製深鉢
外 :

渇灰

にぶい黄橙
FfI(3 mm以下
の砂粒多く含
む)

良

Ⅱ―■区 3層 縄文 粗製深鉢 外 :に ぶい黄橙
粗 (18m以下
の砂粒若干含
む)

良

17 Ⅱ―Ⅱ区 3屑 縄 文 粗製深鉢 外 :に ぶい黄橙
粗 (41「 以下
の砂粒を多く

含む)
良
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13 Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄文 粗製深鉢 外 !灰黄褐
粗 (l mw以 下
の砂粒多く含
む)

良

81 19 Ⅱ―Ⅱ区 3遷 縄文 粗製深鉢 外 :灰黄褐
粗 (21m以下
の砂粒若干含
む)

良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄 文 粗製深鉢 外 :にぶい橙
lll(23mメ 下
の砂粒を多く

含む )

良

21 Ⅱ―I区 3層 縄 文 粗製深鉢 外 :にぶい黄橙
粗 (2Ш以下
の砂粒多く含
む)

良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄文 粗製深鉢 外 :褐灰
粗 (3Ш以下
の砂粒多く含
む)

良

エーI区 3層 縄 文 凹線文深鉢 外 :にぶい黄橙
粗 (14m以下
の砂粒多く含
む)

良

Ⅱ―I区 3層 縄 文 浅鉢 ? 外 :にぶい赤褐
粗 (2am以下
の砂粒若干含

む )

良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄文 浅鉢 ? 外 :灰黄褐
粗 (2 wI以 下
の砂粒多く含
む)

良

Ⅱ―工区 3屑 縄 文
凹線文粗製

深鉢
外 :にぶい褐

粗 (3 mII以下
の砂粒若干含
む)

良 凹線文系

27 Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄文
凹線文粗製

深鉢
卜 :灰黄褐

粗 (】 dm以 下
の砂粒多く含
む)

良 凹線文系

狂一Ⅱ区 3層 紀 文
凹線文社製
深鉢

牛 :黒褐
粗 (l II」 4以下
の砂粒多く含
む)

良 凹線文系

Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄 文
凹線文粗製

深鉢
ホ iにぶい黄橙

粗 (1硼以下
の砂粒を若干

含む )

良 』線文系

Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄 文 深鉢 小 :にぶい黄橙
粗 (2Ш以下
の砂粒多く含
む)

良 J線文系

31 Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄 文 深 鉢 牛 :にぶい黄橙
粗 (l II m以 下
の砂粒若千全
む

罠 』線文系

Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄文 凹線文深鉢 十 :にぶい黄橙
狙 (l wd以 下
の砂粒若千含
む)

良 』繰文系

Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄 文 凹線文深鉢 牛 :にぶい黄橙
粗 (llm以下
の砂粒多く含
む)

良 』線文系

Ⅱ―I区 3層 縄 文 深 鉢 卜 :にぶい黄橙
粗 (31m以下
の砂粒若千含

む)
良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄 文 浅鉢 外 :黒褐
粗 (2凹以下
の秒粒若干含
む)

良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄 文
注目土器or

壷
外 iにぶい黄橙

粗 (l II m以 下

の砂粒多 く含

む)
良 多崎K2

87 Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄文
注 目土器 or

外 :褐灰
粗 (lam以下
の砂粒多く含
む)

良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄文
粗製深鉢凹

線文
外 :にぶい黄橙

粗 (2剛以下
の砂粒多く含

む )

良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄 文 深鉢 外 :にぶい黄橙
粗 (3 dm以 下
の砂粒多く含
む)

良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄 文 深鉢 牛 :灰褐
粗 (51m以下の

砂粒を多く含
む)

良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄 文 社製深鉢 牛 :にぶい黄橙
粗 (lШ以下
の砂粒若干合
む)

良

I―工区 3層 縄 文
凹繰文浅

鉢 ?
朴 :褐灰

粗 (18m以 下
の砂粒多く含
む)

良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄文
注 目土器 or

壷形土器
牛 :灰黄褐

粗 (14m以下
の砂粒若干含
む)

良 彦崎 K2

44 Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄 文
注目土器or

壷形土器
外 :暗褐

糧 (1剛以下
の砂粒少量含
む)

良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄 文 浅鉢 ? 外 :灰黄褐
粗 (l ndt以下
の砂粒若干含
む)

良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄 文
注目土器or

壷形土器
外 :にぶい黄橙

粗 (l II I以 下
の砂粒若干含
む)

良

■―■区 3層 縄 文 粗製深鉢 外 :浅黄
生 (34Un以 下α

砂粒多く含
む)

良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄 文 底 部 50 外 :にぶい黄橙
粗 (23m大 の

砂粒含む)
良
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Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄 文 底部 60 外 :橙色
粗 (2Ш大の
砂粒含む )

良 1584

Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄 文 底 部 83 外 :にぶい橙
粗 (21m大の
砂粒含む)

良

5ユ Ⅱ一Ⅱ区 3層 弥生 ? 底部 朴 :にぶい橙
やや粗 (2nd
大の砂粒含
む)

良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄 文 深鉄 27 8
密 (2m以下
の砂粒を含
む)

艮

エーⅡ区 3層 縄文 〓更 朴 :にぶい黄橙
密 (31m以下
の砂粒を含
む)

良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 弥 生 甕 小 :にぶい黄橙
やや粗 (3m
以下の砂粒を

含む )
良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 古式 上師器 甕 172 小 :にぶい橙
やや粗 (l mm

以下の砂粒若

干含む )
良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 古式土師器 甕 十 :にぶい橙
粗 (13m以下
の砂粒者干含
む)

良

57 Ⅱ―■区 3層 古式土師器 甕 舛 :橙
やや粗 (l mt
以下の砂粒若
干含む)

艮

Ⅱ―Ⅱ区 3層 古式土師器 甕 外 :灰褐
やや粗 (1血
以下の砂粒少

量含む )

良 菓痕あり

Ⅱ―Ⅱ区 3層 古式 土師器 整 176 朴 :橙
密 (lla以下
の砂粒多く含

む)
良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 古式上師器 甕 外 :にぶい橙
密 (lШ以下
の砂粒 ごく少

量含む )
良 来痕あり

Ⅱ―Ⅱ区 3層 古式土師器 甕 外 :灰褐
密 (5 am以 下
の砂粒を含
む)

良 Ⅲ面一部黒媒付着

Ⅱ―Ⅱ区 3層 古式土師器 甕 222 小 :にぶい黄橙
密 (l ma程 の

砂粒わずかに

含む )

良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 高杯 165 朴 :にぶい黄橙
密 (lШ以下の

砂粒 ごく少量

含む )

良

64 Ⅱ―■区 3層 土師器 高14N 162 外 :にぶい黄橙
やや粗 (4mmリ

下の砂粒若干

含む )

良

エーⅡ区 3層 土師器 器 台 236 外 :にぶい黄橙
やや粗 (2Ш〃
下の砂粒多く

含む)
良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 高杯 外 :浅貢橙
徳 (ll m大 の靱

粒を含む )
良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 高不 22 8 外 :桂
密 (1剛以下互

砂粒少量含
む)

良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 製塩土器 ? 外 :明 黄褐
露 (lI II以 下¢

砂粒少量含
む)

良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 甑把手 朴 :黄橙
租 (鈍劇立のワ

粒多く含む )
良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 手握土器 115 外 :にぶい橙
密 (l BII以下の

砂粒少量含
む)

良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 高不 牛 :にぶい黄橙
密 (lmm以下の

砂粒少量含
む)

良
卜 内
]転ナデ

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 鉢 *:橙 密 (lI B前後互

砂粒含む)
良

■―Ⅱ区 3層 土師器 杯 43 小 :にぶい黄橙
密 (411m以下互

砂粒多く含
む)

良
外 :

底部

ナデ
1回転糸切り

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 郵 (底脚 ) 外 :橙
粗 (4111B前後互

砂粒多く含
む)

良

I― Ⅱ区 3層 土師器 高杯 外 :橙
必 (5mm以下¢

砂粒含む)
良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 柱状高台 外 :橙
糧 (811B大のフ
粒含む)

良 震部 :回転糸切 り

■―Ⅱ区 3層 土師器 塊 ?の底部
粗 (2mm以下¢

砂粒少量含
む)

良 葺部 :ヘラおこし

エーⅡ区 3層 土師器 杯底部
粗 (lIIB以 下¢

砂粒少量含
む)

良 葺都 :糸切 り

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 不底部
粗 (2mm以 下の

砂粒少量含

む )

良
小 :回転ナデ
甍都 :糸切 り
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Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 邦底都

粗 (1剛以下の

砂粒少量含
む)

良
外 :ナデ
底部 :糸 切 り

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 不底部 56
■ (lat u以下の

秒粒少盈含
む)

良 底部 :ヘ ラお こ し ?

Ⅱ―■区 3層 土師器 不底部 64

■ (1剛以下¢

砂粒若干含
む)

良 底都 :糸切 り

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 不底部 54
■ (lII m以 下の

砂粒 ごく少量

含む )

良 医部 :糸 切 り

Ⅱ―Ⅱ区 3屑 土師器 ITN底部 54
やや粗 (1411ウ
下の砂粒ごく
少量含む)

良 蛋部 :ヘラお こ し ?

Ⅱ―kl優こ 3層 土師器 イ底部 74

やや粗 (2 dIIメ

下の砂粒若干

含む)

良 氏部 :・ヘラお こ し ?

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 不底部

やや粗 (lII I易

下の砂粒少塁

含む )

良 氏部 :糸切 り

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 郭

やや粗 (ll m以
下の砂粒少量

含む)
良 氏部 :ヘラお こ し ?

Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄 文 浅鉢 外 :黒褐
やや粗 (21m,
下の砂粒若干

含む)
良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 不底部 60
密 (lI E以 下互

砂粒少量含

む )

良
回転ナデ

重部 :糸切 り

Ⅱ一Π区 3層 土師器 イ底部 60

密 (lm以下の
砂粒 ごく少量

含む )

良 ミ部 :糸切り

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 杯底都 54

訟 (lII Btメ下互

砂粒 ごく少重

含む )

艮
]転ナデ
氏部 :糸切 り

86 Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 杯底部 32
密 (ll m以 下の

砂粒 ごく少量

含む )

良
回転ナデ

蚕都 :糸切 り

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 杯底部 70
密 (llm以下の

砂粒少量含
む)

良
回転ナデ

氏都 :糸 切 り

Ⅱ―Ⅱ区 3層 縄文 皿 53 外 :黄褐
Il■ (38 at大 の形
粒含む)

良

Ⅱ―■区 3層 縄 文 皿 65 外 :にぶい黄橙
やや粗 (lnI大
の砂粒含む)

良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土目下器 かわらけ 外 :にぶい橙
密 (1硼以下の

砂粒含む)
艮 氏部 :回転糸切 り

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 塊 57 外 :にぶい橙
やや粗 (l tlaッ
下の砂粒ごく
少量含む)

良 蛋部 :回転糸切 り

Ⅱ―Ⅱ区 3屈 土君市器 境 59 外 :にぶい黄橙
やや粗 (511mツ
下の砂粒ごく

少量含む)
良 巨部 :回転糸切 り

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土宮頭器 娩 54 外 1にぶい責橙
密 (lm以下
砂粒含む )

良 巨部 :回転糸切 り

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土自雨器 筑 50 外 :にぶい橙
密 (1剛以下の

砂粒含む)
良 巨部 :回転糸切 り

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 坑 外 :橙
密 (lwd以下の

砂粒含む )
良 甍部 :回転糸切 り

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 娩 62 外 :にぶい橙
ややTH(1剛位
の砂粒含む)

良 盛部 :回転糸切 り

Ⅱ―Ⅱ区 3屑 土師器 貌 外 :にぶい笹
やや粗 (1耐笠
の砂粒含む)

良 甍部 :糸 切 り

104 Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 坑 62 外 :にぶい黄橙
やや粗 (2ul~
の砂粒含む)

良 ミ部 :糸 切 りのちナデ

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 娩 57 外 :浅黄橙
やや粗 (lШ戯
の砂粒含む)

良 甍部 :糸 切 りのちナデ

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 不底部 64 舛 :浅黄橙
やや粗 (2剛砒
の砂粒台む)

良
甍部 :糸 切 り

団幡ナデ

I― Ⅱ区 3層 土師器 イ底部 57 外 :浅黄橙
やや粗 (2m位
の砂粒含む)

良
巨部 :糸 切 り

]転ナデ

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 杯 55 外 :にぶい橙
やや粗 (2側戚
の砂粒含む)

良
甍部 :糸切り
回転ナデ

Ⅱ―I区 3層 土師器 郵底部 64 外 :にぶい橙
やや粗 (2劇ケ
の砂粒含む )

良 ミ部 :糸切 り

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 杯底部 34 牛 :浅黄橙
ややFa(2剛位
の砂粒含む)

良 甍部 :糸切 り
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Ⅱ―Ⅱ区 3層 上師器 イ底部 外 :浅斎橙
やや粗 (2剛位
の砂粒含む)

良
底部 :回転ナデ
糸切り

Ⅱ―I区 3層 土師器 不底部 56 外 :灰 白
やや粗 (loII位
の砂粒含む)

良 甍部 :糸 切 り

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 杯底部 外 i灰白
やや粗 (040位
の砂粒含む)

良
底都 :回転ナデ
糸切 り

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 杯底部 外 !褐灰
やや粗 (ll m位
の砂粒含む )

良 巨都 :ヘラおこし

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 外 :浅黄桂
密 (2阻位の砂
粒多く含む)

良 甍部 :糸 切 り

旺一Ⅱ区 3層 土師器 皿 11 外 :橙
密 (ll m以 下の

砂粒含む )
良
よこナデ
底部 :回転糸切り

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 皿 14 朴 :桂
密 (lam以下の

砂粒含む)
良
よこナデ
底部 :回転糸切り

肛―Ⅱ区 3層 土師器 皿 12 60 外 :浅黄橙 配鉤鞠卵
良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 皿 09 65 外 :浅黄橙
4(2剛大の砂
粒含む )

良
よこナデ
底部 :回転糸切り

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 皿 61 13 外 :浅黄橙
lfl(l dm以 下T

砂粒含む)
良
よこナデ
底都 :回転糸切り

Ⅱ―I区 3層 土師器 皿 74 十 :浅粛橙
やや粗 (励配
の砂粒含む )

良 底部 :糸 切 り

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器
かわらけ
(1肛 )

84 小 :橙
密 (幼虚 の星
粒含む)

艮 底部 :糸切 り

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 イ 11 4 80 小 :灰黄
密 (lwa位の,
粒含む)

良
はけめ
ヘラ調整

Ⅱ一Ⅱ区 3層 土師器 士霊 54 牛:にぶい黄橙
密 (28mメ下¢

砂粒多く含

む)
R

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 郭 126 83 十 :灰
密 (2mm以下¢

砂粒含む)
良 外 :ヘ ラ調整

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 然 74 十 :赤褐
やや粗 (21m彦
下の砂粒少量

含む)
良 底部 :糸切 り

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 イ底部
やや粗 (lo4ウ
下の砂粒少量
含む)

長

I― Ⅱ区 3層 土師器 邦 34 65 卜 :にぶい橙
密 (41m以下
砂粒含む)

良 内外面に黒斑あ り

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師器 皿 130 舛 :橙色
やや粗 (ワII m大
の砂粒を含
む)

良 夫付着

エーⅡ区 3層 須恵器 杯身 112 外 :灰
密 (lm以下の
砂粒 ごく少量

含む )

良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 須恵器 高杯 外 :灰 ］蝉鉤
密
砂 良 透かしあり

Ⅱ―Ⅱ区 3層 須恵器 高杯 外 :灰
密 (lШ以下の

砂粒 ごく少量

含む )
良 J方向透か しあり

Ⅱ―Ⅱ区 3層 須恵器 高杯 83 外 :灰
密 (2DII以下

砂粒含む )
良 回転ナデ

Ⅱ―Ⅱ区 3層 須恵器 杯脚部 21・ :灰
密 (2o mメ 下の

砂粒含む) 良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 須恵器 不 114 56 85 外 :青灰 密 良 ∃転ナデ

エーⅡ区 3層 須恵器 壷 11 4 牛 :灰オ リーブ 密 良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 須恵器 底部 72 朴 :褐灰 密 良 氏部 :糸 切 り

エーⅡ区 3層 須恵器 高台郭 小 :灰 良

Ⅱ―Ⅱ区 3層 土師質土器 層鉢 外 :橙
粗

(31t II～ 6硼立
の砂粒含む )

良
ケズヅ
骨頭圧

Ⅱ―I区 3層 陶磁器 碗 11 2 外 :灰 自 密 良
自磁

内・外 回転ナデ

Ⅱ―Ⅱ区 3層 陶磁器 碗 168 72
外 :明 オ リーブ

灰
密 良
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Ⅱ―Ⅱ区 3層 石器 刀器
長さ
38

巾 (最大

で)
厚

ｉ

重

９
石材 :黒曜石

Ⅱ―Ⅱ区 3層 石器
さ

１

長

５

巾
19

厚 さ

0 65
石材 :安山岩

Ⅱ一Ⅱ区 3層 石器
キリ

(未成品)

長さ

41
巾
噌

厚

α

重 さ

08g 石材 :安山岩

Ⅱ―Ⅱ区 3層 石器 石 鏃

さ

６

長

Ｉ
巾
田

厚

α

重さ

105g
石材 :安山岩

I― Ⅱ区 3層 石器 鏃
さ

８８

長

１

申
1 18

厚

α

重さ

66g
石材 :安山岩

■―■区 3層 石器

スクレー

パー (石
長さ

46
巾
開

厚 さ
07

重

２‐

材

ｊ

石

品

黒曜石 (未成

Ⅱ―Ⅱ区 3層 石器 石 錘
長 さ 巾

41
厚

雰

重さ
105g

石材 :河原石

Ⅱ―Ⅱ区 3層 石器 石 錘
長さ
61

巾
瑠

厚さ
2 35

重

６６
石材 :河原石

Ⅱ―Ⅱ区 3層 石器 石 錘
長さ

7 35
巾
66

厚 さ
2 55

重

４０
石材 :河原石

Ⅱ―Ⅱ区 3層 石器 石 錘
長さ

78
巾

５ ６

さ

５

厚

２

重さ

151g
石材 :粘板岩

狂―Ⅱ区 3層 石器
(刃部片 )

磨製石斧

長さ

53
巾
枷

さ

４

厚

１

重

４０

Ⅱ―Ⅱ区 3層 古銭 銭種は不明
長さ

26
巾

２ ６
04(3枚

重

４

鑑は3棋亘なつてい 0
銭種は錆、風化 のため

88 狂―Ⅱ区 3層 製鉄関連遺物
鉄塊、たが
ねorく さび

I― ■区 3層 製鉄関連遺骸 刀の包丁 10181と 同一個体

- 134 -



郵回童豊



図版 1

御崎遺跡 全景 (北西から)上 :調査前 下 :調査後
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図版 3

SK01

SK02

SK03



図版 4

SK04・ SX12集石状況

SK04・ SX12完掘状況

SK05完掘状況

SK26検出状況



図版 5

SK14完掘状況 SK15完掘状況

SK16半裁状況 SK17完掘状況

SK18完掘状況 SX38半裁状況

SX39半裁状況 SX40完掘状況



図版 6

SB07完掘状況

SX41完掘状況 SX42完掘状況

SX43半裁状況 SX44完掘状況

SX46完掘状況 SX47完掘状況



図版 7

SX48完掘状況

SX49完掘状況

SX51完掘状況



図版 8

SB01完掘状況

SB02完掘状況



図版 9

SB03 SB04完掘状況



図版 10

SB05完掘状況

苺 tと ,

SB06完掘状況
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図版 12

SK06石出土状況

SK08完掘状況

SK07石出土状況

SK10完掘状況

SK09半裁状況



図版 13

SK13半裁状況

土器群 1検出状況

SKll石出土状況

SK12石出土状況
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図版 14

SG01完掘状況 (北側から)

SG01完掘状況 (南東から)

SG01出 土遺物

SG01出 土遺物



図版 15

SD01検出状況

SD01出土遺物

SD01完掘状況



図版 16

SD02遺物出上状況

SD02検出状況

SD02遺物出土状況

SD02完掘状況



図版 17

SD06検出状況

SD06遺物出土状況

SD06遺物出土状況

SD06完掘状況



図版 18

SK21 ・ SK22



図版 19

SK19半裁状況

SD03検出状況

SX52完掘状況
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SK24遺物出土状況

襲

図版 21

SK24遺物出土状況

排滓場跡検出状況

羽口出土状況



図版 22

SX57半裁状況

SX58(S101柱穴 )完掘状況

SX59完掘状況



図版 23

調査指導

体験学習

作業風景
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図版 25
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図版 26

SK17・ 18出土遺物

SK15出土遺物
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図版 28
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図版 32

|||

49-3

SD01出 土遺物 (1)

49-10 底吉Б



図版 33

欝悦「
50-14

Ⅷ
16         50-17

SD01出 土遺物 (2)



図版 34
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図版 36
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図版 37

SD02出土遺物 (2)



図版 38

SD06出土遺物 (1)



図版 39

SD06出 土遺物 (2)



図版 40
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図版 47
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フリガす

所収遺跡名

フリガナ

所在地

コード

】ヒ甜鼻 東 経 調査期間 調査原因 調査面積
市町村 遺跡番号

ミサキイセキ

御愉遺跡

窪覇離馳室とこ髪発爺
ン

コご色ζ雪雪こご々
ヨウ

主要777-1他

32341 N149 35° 12′ 04″ 133° OO′ 10″

20070514

;

20080717

ダム建設 3300ド

種   別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

御 崎 遺 跡

散布地

住居跡

生産遺構

集落付随施設

縄文時代

弥生時代～

古墳時代

中近世

自然河道

竪穴建物跡

溝状遺構

排滓場跡

掘立柱建物跡

池状遺構

土坑

縄文粗製土謡

:ぶ生後半～古墳前半の主暑

古墳後半の須恵謡、耳環

板屋型羽□、椀形鍛冶滓

中世主師謡

陶磁器

炉本体は存在しなかつ
たが、精錬鍛冶炉が想
定される

要  約

本書は、日19・ 20年度に実施した御崎遺跡の調査成果を報告したものである。遺回は斐伊サII右岸、矢谷集落南
端の水田とkB地、標高221～223mに位置し、縄文時代～中近世にわたり営まれた複合遺跡である。縄文時代で
は早期押型文土器を、弥生時代後半～古墳時代前半では竪穴建物跡、溝状遺構を検出した。中世では精錬鍛冶炉に
伴うと者えられる排滓場跡、羽□、椀形滓等見つかつている。また中世末の池状遺構も検出している。池状遺構周
辺で、中近世と考えられる掘立柱建物跡、粘土貼土坑、集石土坑等が見つかつている。
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